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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。学園を代
表して心よりお喜び申し上げます。
大阪体育大学は、学校法人浪商学園が設置する教育機関の

１つです。浪商学園は1921（大正10）年に創立され、2021年、
創立100周年を迎えました。学園の建学の精神は「不断の努力
により智・徳・体を修め社会に奉仕する」。この建学の精神を
体現できる人材の育成を目指しています。
学園は創立以来スポーツ活動を奨励してきました。浪商高
校第２代校長、野田三郎（大阪体育大学初代学長）は「スポー
ツを通した青少年の健全育成」の理念の下、野球を筆頭に運
動部活動を積極的に支援しました。その強い思いが大阪体育
大学開学へ結びつきました。
大阪体育大学は、東京オリンピック開催の翌年1965（昭和
40）年に開学し、今年、創立60周年を迎えます。開学にあたり、
東京オリンピック選手強化対策本部長と選手団長を務められ
た後に日本人初のオリンピック平和賞を受賞された大島鎌吉
先生（1932年ロサンゼルスオリンピック陸上三段跳銅メダル獲得）
を副学長として、またオリンピックスポーツ科学委員で、後に
日本体育学会会長に就任された加藤橘夫先生を学部長として
お迎えしました。
西日本初の体育・スポーツの専門大学として、体育・スポー

ツを通して０歳から100歳までの健康を維持することを標榜し、
産業体育・社会体育・学校体育の３コース制で教育をスター
トしました。当時、この分野で最先端におられた大島、加藤
両先生の思いが、本学の教育の原点です。50年以上経過した
今も色あせることなく、脈々と受け継がれています。
昨年のパリオリンピックでは、多くの若い日本人選手が世
界の舞台で輝かしい成果を収めました。18歳の松下知之選手
は水泳男子400ｍ個人メドレーで銀メダルを獲得し、その成長
と挑戦が大きな話題となりました。また、14歳の吉沢恋選手
はスケートボードのストリート種目で金メダルを獲得し、その
若さと情熱で世界を驚かせました。さらに、北口榛花選手は
女子やり投げで日本初の金メダルを獲得し、その努力と決意
が称賛されました。彼らは目標に向かって挑戦し続け、世界
の舞台で夢を叶えました。
そして、もう一つ、皆さんが迎える未来に大きな希望を与

えるイベントがあります。それが、2025年に開催される大阪・
関西万博です。「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに
掲げ、世界中から最先端の技術や文化が集まり、新しい時代
の可能性が示されます。AIやバイオテクノロジー、宇宙開発
など、これからの社会を大きく変える分野が一堂に会するこ
の万博は、皆さんにとっても新たな学びや刺激を得る絶好の
機会となるでしょう。
大学は、自らの可能性を広げ、多様な経験を積む場です。
新しい仲間との出会い、未知の分野への挑戦、そして自分自
身の成長を実感する瞬間が待っています。パリ五輪で活躍し
た選手たちのように、大阪万博が示す未来の可能性のように、
皆さんも失敗を恐れず、挑戦を楽しみ、自分の道を切り拓い
てください。新入生の皆さんが、充実した学生生活を送られ
ることを願ってあいさつとします。

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。これから大阪
体育大学の一員として充実した日々を送られることを期待してい
ます。
本学は1965年の創立から今年で60年の節目の年を迎えること

になります。これまで1992年には関西の体育系大学として初めて
大学院を立ち上げ、2015年には教育学部を開設するなど、学術、
スポーツ、教員養成などの分野で多くの人材を輩出してきました。
それらの卒業生は各方面で素晴らしい活躍をしています。まさに
大阪体育大学のブランド力はこの力であると言っても過言ではあ
りません。これからは皆さん自身が本学の新たな伝統を築いてい
くことになります。
大学は自らが意欲的に学ぶところです。高校の「生徒」から

大学の「学生」への立場の変化は、この自立性にあります。こ
れまでとは少し違った取り組みの中で、広く、深く学びを展開し、
新たな自分を創造してもらうことを願っています。これからの社
会は科学技術の目まぐるしい進歩の中で、それを用いる能力を身
に付けることでスポーツ、教育、産業などの分野で成果を上げる
ことが期待されます。ぜひその先進的なものを学び、極めていた
だきたいと考えています。また一方で、学校やスポーツにおける
指導力は、素晴らしい技能を持つ専門家の手法を知り、体験す
ることでしか身に付けることはできません。この人から人への学
びの構造をないがしろにはできません。本学の専門性の高い教
員との授業をはじめクラブや学外での活動等を通じて、皆さんは
将来にとってかけがえのないものを身に付けることができること
でしょう。
これから先の時代、様々な社会的な課題、それはスポーツの
場面であったり、仕事の上でのことであったりしますが、その課
題を解決する能力が人の価値として評価されます。具体的には
人とコミュニケーションを取る能力、アイデアを創出する能力、
協力して問題を処理する能力などです。本学の教育の特徴はま
さにこれらの能力を養成するため人と人の結びつきを大切にした
教育、ハンドメイドの教育を実践しています。皆さん自身が日々
の成長を実感しながら満足した大学生活を送ることができるよう
に、私たち教職員は学生の皆さんの成長を願いつつ支援してい
きます。
限られた時間を有効に用い、主役になって充実した大学生活

となるよう努力してください。
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修了式・卒業式を挙行
６年ぶりに学歌斉唱

スターゲイトホテル関西エアポートで行われた修了式・卒業式

式典に参加した修了生・卒業生

原田宗彦学長から学位記・卒業証書が授与された

【大島鎌吉賞】14名
 �冨部柚三子（大学院スポーツ科学研究科）＝2022年アジア競技大会セー 
リング競技ＩＬＣＡ 6級７位、石川空、濵口まお、吉野珊珠、中村理乃、 
福井すみれ、坪井詩、西田瑞歩（ハンドボール部女子）＝インカレ優勝、 
内田峻介（アダプテッド・スポーツ部）＝2024年パリパラリンピック・ボッチャ
出場、白石美優（硬式野球部女子）＝2024年 WBSC女子野球 W杯優勝、 
宇津木美都（水上競技部女子）＝パリパラリンピック 100ｍ平泳ぎＳＢ 
8５位、田部壮一郎（体操競技部男子）＝2022年 FIG種目別チャレンジカッ
プ・ソンバトヘイ大会男子つり輪３位、荒瀬廉（ハンドボール部男子）＝2024
年男子世界選手権出場、北谷宏人（陸上競技部）＝2022年デフリンピック 
男子棒高跳び金メダル

【加藤橘夫賞】１名
 �藤浪大輔（体育学部スポーツ教育学科）＝学業成績全学１位

【博士後期課程修了者】1名
 �伊藤和寛	 （敬称略）
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場面であったり、仕事の上でのことであったりしますが、その課
題を解決する能力が人の価値として評価されます。具体的には
人とコミュニケーションを取る能力、アイデアを創出する能力、
協力して問題を処理する能力などです。本学の教育の特徴はま
さにこれらの能力を養成するため人と人の結びつきを大切にした
教育、ハンドメイドの教育を実践しています。皆さん自身が日々
の成長を実感しながら満足した大学生活を送ることができるよう
に、私たち教職員は学生の皆さんの成長を願いつつ支援してい
きます。
限られた時間を有効に用い、主役になって充実した大学生活

となるよう努力してください。

人づくりの大学、人づくりの大学、
皆さんが主役です皆さんが主役です

大阪体育大学

学　長　神﨑 浩

挑戦を楽しみ、挑戦を楽しみ、
自分の道を切り拓こう自分の道を切り拓こう

学校法人浪商学園

理事長　野田 賢治

新入生の皆さんへ新入生の皆さんへ

01 ごあいさつ
新入生の皆さんへ

02 修了式・卒業式

03 巻頭特集
神﨑浩新学長インタビュー

05 NEWS
1	 ＯＵＨＳスポーツキャンプ
2	 旬な大体大生
3	 キャリアフェスタ

07 大体大PEOPLE
望月美佐緒・ルネサンス新社長

09 NEWS
4	 就職状況
5	 教員採用試験合格者
6	 入試合格者
7	 アナリスト養成講座
8	 学長特別表彰
9	 大島鎌吉スポーツ賞
⓾	 教育講演会
⓫	 ICT部活動指導報告会

⓬	 沖縄スポーツ展示会に出展
⓭	 学生“夢”プロジェクト

13 コラム　窓
14 コラム　ボーシャー

令
和
６
年
度
の
第
32
回
大
学
院
修
了

式
・
第
57
回
体
育
学
部
・
第
７
回
教
育
学

部
卒
業
式
が
３
月
18
日
、
大
阪
府
泉
佐
野

市
の
ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ
ア

ポ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
。

修
了
生
・
卒
業
生
は
、
大
学
院
生
は
博

士
前
期
課
程
21
名
、博
士
後
期
課
程
１
名
、

学
部
生
は
体
育
学
部
4
8
1
名
、
教
育
学

部
1
3
1
名
で
合
わ
せ
て
6
3
4
名
。

原
田
宗
彦
学
長
が
博
士
後
期
課
程
の
１

名
や
博
士
前
期
課
程
と
各
コ
ー
ス
代
表
の

学
生
に
学
位
記
・
卒
業
証
書
を
授
与
し
、

ス
ポ
ー
ツ
で
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
大
島

鎌
吉
賞
、
学
業
で
優
れ
た
成
績
を
収
め
た

加
藤
橘
夫
賞
な
ど
の
67
名
を
表
彰
し
た
。

原
田
学
長
は
式
辞
に
臨
み
、「
今
、
世
界

は
か
つ
て
な
い
変
革
の
時
を
迎
え
て
い
ま

す
。
生
成
A
I
に
代
表
さ
れ
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
進
化
は
、
人
類
の
在
り
方
を
根
底

か
ら
変
え
、
地
政
学
的
な
緊
張
は
国
際
秩

序
の
不
確
実
性
を
高
め
て
い
ま
す
が
、
歴

史
を
振
り
返
れ
ば
、
こ
う
し
た
試
練
の
時

こ
そ
新
た
な
創
造
が
生
ま
れ
る
契
機
と
な

り
ま
す
。
大
阪
体
育
大
学
の
卒
業
生
に
求

め
ら
れ
る
の
は
、
変
化
を
嘆
く
の
で
は
な

く
、
そ
れ
を
超
え
、
新
た
な
時
代
を
切
り

拓
く
勇
気
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

祝
辞
、
記
念
品
贈
呈
な
ど
の
後
、
在
学

生
を
代
表
し
て
学
友
会
会
長
の
大
西
優
矢

さ
ん
（
体
育
学
部
３
年
、
貝
塚
南
）
が
送

辞
を
述
べ
、
謝
辞
は
、
大
学
院
総
代
・
端

岡
里
紗
さ
ん
、
体
育
学
部
総
代
・
舟
橋
輝

さ
ん
（
摂
津
）、
教
育
学
部
総
代
・
原
本
駿

さ
ん
（
西
京
）
が
務
め
た
。

ま
た
、
学
歌
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は

静
か
に
聴
く
「
清
聴
」
だ
っ
た
が
、
６
年

ぶ
り
に
、
本
来
の
「
斉
唱
」
に
戻
っ
た
。

ま
た
、
修
了
式
・
卒
業
式
の
後
は
、
伝

達
式
が
各
コ
ー
ス
な
ど
に
分
か
れ
て
実
施

さ
れ
、
修
了
生
・
卒
業
生
は
一
人
ひ
と
り

ゼ
ミ
の
指
導
教
員
ら
か
ら
学
位
記
・
卒
業

証
書
を
授
与
さ
れ
た
。

伝
達
式
の
後
は
、
謝
恩
会
が
立
食
形
式

で
開
か
れ
た
。

修了式・卒業式を挙行
６年ぶりに学歌斉唱

スターゲイトホテル関西エアポートで行われた修了式・卒業式

式典に参加した修了生・卒業生

原田宗彦学長から学位記・卒業証書が授与された

【大島鎌吉賞】14名
 �冨部柚三子（大学院スポーツ科学研究科）＝2022年アジア競技大会セー 
リング競技ＩＬＣＡ 6級７位、石川空、濵口まお、吉野珊珠、中村理乃、 
福井すみれ、坪井詩、西田瑞歩（ハンドボール部女子）＝インカレ優勝、 
内田峻介（アダプテッド・スポーツ部）＝2024年パリパラリンピック・ボッチャ
出場、白石美優（硬式野球部女子）＝2024年 WBSC女子野球 W杯優勝、 
宇津木美都（水上競技部女子）＝パリパラリンピック 100ｍ平泳ぎＳＢ 
8５位、田部壮一郎（体操競技部男子）＝2022年 FIG種目別チャレンジカッ
プ・ソンバトヘイ大会男子つり輪３位、荒瀬廉（ハンドボール部男子）＝2024
年男子世界選手権出場、北谷宏人（陸上競技部）＝2022年デフリンピック 
男子棒高跳び金メダル

【加藤橘夫賞】１名
 �藤浪大輔（体育学部スポーツ教育学科）＝学業成績全学１位

【博士後期課程修了者】1名
 �伊藤和寛	 （敬称略）
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「 
智
・
徳
・
体 

」を
備
え
た
人
材
育
成
を
目
指
す

　

大
阪
体
育
大
学
の
第
10
代
学
長
に
、
神
﨑
浩
副
学
長
が
４
月 

１
日
付
け
で
就
任
し
た
。

　

神
﨑
氏
は
１
９
８
５
年
、
大
阪
体
育
大
学
に
助
手
と
し
て
赴
任 

し
て
以
来
、
40
年
に
わ
た
っ
て
在
籍
。
教
授
、
体
育
学
部
長
、 

副
学
長
と
し
て
、
ま
た
剣
道
部
の
監
督
、
総
監
督
と
し
て
、
今
年 

60
周
年
を
迎
え
る
本
学
の
３
分
の
２
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。 

神
﨑
新
学
長
に
抱
負
を
聞
い
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
本
学
の
大
き
な
特

徴
で
、
７
割
以
上
の
学
生
が
ク
ラ
ブ
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の

た
め
、
ま
た
チ
ー
ム
が
一
人
の
メ
ン
バ

ー
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
精
神
が
身

に
つ
い
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
、
本
学
の
学
生
は
自
分
を
高
め
よ
う

と
い
う
努
力
を
い
と
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

大
阪
体
育
大
学
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
み

る
、
さ
さ
え
る
な
ど
、
様
々
な
か
た
ち

で
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が
あ
る
学
生
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て

い
な
い
学
生
が
、
競
技
を
通
じ
て
切
磋

琢
磨
し
て
い
る
学
生
た
ち
に
影
響
を
受

け
て
成
長
し
て
い
く
点
も
、
大
き
な
特

徴
だ
と
思
い
ま
す
。

■� �

ク
ラ
ブ
活
動
の
さ
ら
な
る
強
化
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
に
つ
い
て

ど
う
考
え
ま
す
か
。

　

40
年
の
半
分
以
上
を
、
な
り
ふ
り
構

わ
ず
ク
ラ
ブ
指
導
に
全
力
を
挙
げ
て
き

ま
し
た
。
そ
う
い
う
経
緯
か
ら
、
競
技

力
向
上
委
員
長
を
務
め
、
運
動
部
活
動

改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
局
の

立
ち
上
げ
な
ど
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
指
導
者
に
は
さ
ら
に
今
よ
り

も
上
の
高
み
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
一

方
で
、
全
て
の
ク
ラ
ブ
が
今
す
ぐ
ト
ッ

プ
に
な
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
高
み
を
目
指
し
て

成
長
し
て
い
く
過
程
で
、
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
そ
の
ク

ラ
ブ
に
所
属
し
て
良
か
っ
た
と
い
う
満

足
感
や
自
分
の
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
誇
り

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

■� �

剣
道
の
魅
力
に
つ
い
て
。
ま
た
、

指
導
を
し
て
い
て
最
も
感
慨
深
か

っ
た
こ
と
は
。

　

剣
道
は
老
若
男
女
が
取
り
組
め
、
剣

道
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
普
遍
性
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
応
用
で
き
ま
す
。
指

導
を
し
て
い
て
一
番
う
れ
し
い
の
は
、

厳
し
い
、
苦
し
い
稽
古
の
結
果
と
し
て

人
間
的
に
成
長
す
る
こ
と
で
す
。
そ
こ

に
は
ま
た
部
員
の
横
や
縦
の
つ
な
が
り

が
確
固
と
し
て
で
き
て
い
ま
す
。
試
合

に
勝
つ
と
き
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
選
手
で
な
い
部
員
も
含
め
て
一
体

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
心

地
よ
い
瞬
間
で
、
一
度
そ
れ
を
体
験
す

る
と
、
も
う
一
度
味
わ
い
た
い
と
さ
ら

に
指
導
に
の
め
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
思
い
返
し
ま
す
。

■� �

少
子
化
な
ど
大
学
を
取
り
巻
く
環

境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
大
阪

体
育
大
学
の
何
を
重
視
し
て
大
学

運
営
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
か
。

　

大
学
で
の
教
育
の
大
き
な
柱
に
な
る

の
は
建
学
の
精
神
で
す
。「
不
断
の
努

力
に
よ
り
智
・
徳
・
体
を
修
め
社
会

に
奉
仕
す
る
」。
こ
の
先
、「
智
・
徳
・

体
」
を
教
育
の
柱
に
掲
げ
て
い
け
ば
間

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
智
」
は
単
な

る
知
識
で
は
な
く
、
物
事
の
善
悪
を
き

ち
っ
と
判
断
で
き
る
人
間
に
な
る
こ

と
。「
徳
」
は
立
派
な
人
間
に
な
る
こ

と
で
、
大
学
の
様
々
な
場
面
に
お
け
る

教
育
を
通
じ
て
身
に
付
け
ま
す
。「
体
」

は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
そ
の
も
の
で
あ
り
、

健
康
で
あ
る
こ
と
で
す
。「
智
・
徳
・

体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
間
形
成

を
目
指
し
な
が
ら
教
育
を
推
進
し
て
い

け
ば
、
必
ず
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

interviewinterview

1960年生まれ。宮崎県出身。1985年、筑波大学体育研究科修
士課程修了。同年大阪体育大学助手、2005年教授、2013年
体育学部スポーツ教育学科長、2018年学長補佐、2021年体育
学部長、2023年副学長。剣道部では1985年～2014年監督、
2014年から総監督。2009年世界剣道選手権大会女子団体・個
人で監督として優勝。2024年、最高位の称号である範士に。

大阪体育大学第10代新学長

神 﨑  浩 Kanzaki Hiroshi

■ �

第
10
代
の
学
長
に
就
任
し
た
感
想

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
は
40
年
大
阪
体
育
大
学
に
勤
め
、

こ
れ
ま
で
の
９
名
の
学
長
の
う
ち
、
第

２
代
の
加
藤
橘
夫
学
長
か
ら
第
９
代
の

原
田
宗
彦
学
長
ま
で
８
名
の
学
長
に
仕

え
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
錚
々
た
る

方
ば
か
り
で
、
特
に
加
藤
学
長
は
日
本

体
育
学
会
の
会
長
も
務
め
ら
れ
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
強
化
対
策
本
部
長

を
務
め
た
大
島
鎌
吉
初
代
副
学
長
と
と

も
に
本
学
の
礎
を
築
か
れ
た
方
。
特
に

大
学
で
の
研
究
活
動
を
重
視
さ
れ
た
方

で
、
私
た
ち
若
い
教
員
に
「
研
究
は
し

っ
か
り
や
っ
て
い
る
か
ね
」
と
声
を
か

け
ら
れ
て
い
た
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。

私
が
学
長
に
な
り
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
こ

と
が
で
き
る
か
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り

ま
す
が
、
卒
業
生
や
教
職
員
の
期
待
に

全
身
全
霊
で
応
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

■� �

新
学
長
と
し
て
最
も
力
を
入
れ
る

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

少
子
化
が
進
み
大
学
に
と
っ
て
厳
し

い
時
代
の
中
で
や
る
べ
き
こ
と
は
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
入
学
し
た
学
生
が
４

年
間
満
足
し
、
本
学
に
誇
り
を
持
っ
て

卒
業
し
て
い
く
環
境
を
さ
ら
に
整
備
す

る
こ
と
を
重
視
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
学
の
学
生
は
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
な
ど
を
通
じ
、
柔
軟
性
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
社
会
に
出

て
必
要
な
資
質
を
身
に
付
け
て
い
る
点

が
長
所
で
す
。
専
門
的
な
学
び
を
通
し

て
さ
ら
に
成
長
し
、
社
会
に
出
て
活
躍

す
る
人
材
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
本
学
の
学
生
は
総
合
的
な
満
足
度

を
尋
ね
る
卒
業
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
96
％
以
上
が
「
満
足
し
て
い
る
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、

教
員
と
学
生
の
距
離
の
近
さ
や
ク
ラ

ブ
、
ゼ
ミ
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
満
足
度
を

高
め
る
た
め
に
、
教
員
、
職
員
に
加
え

て
学
生
が
大
学
の
運
営
に
ど
ん
ど
ん
意

見
を
出
す
「
教
職
学
」
に
よ
る
大
学
運

営
の
雰
囲
気
が
作
れ
た
ら
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
本
学
は
今
年

60
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
学
生
に
記

念
の
年
を
盛
り
上
げ
る
企
画
を
考
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

■ �

教
員
、
剣
道
部
の
指
導
者
と
し
て

の
40
年
で
感
じ
た
大
阪
体
育
大
学

の
特
徴
、
良
さ
は
何
で
し
ょ
う
か
。

智・徳・体
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「 

智
・
徳
・
体 

」を
備
え
た
人
材
育
成
を
目
指
す

　

大
阪
体
育
大
学
の
第
10
代
学
長
に
、
神
﨑
浩
副
学
長
が
４
月 

１
日
付
け
で
就
任
し
た
。

　

神
﨑
氏
は
１
９
８
５
年
、
大
阪
体
育
大
学
に
助
手
と
し
て
赴
任 

し
て
以
来
、
40
年
に
わ
た
っ
て
在
籍
。
教
授
、
体
育
学
部
長
、 

副
学
長
と
し
て
、
ま
た
剣
道
部
の
監
督
、
総
監
督
と
し
て
、
今
年 

60
周
年
を
迎
え
る
本
学
の
３
分
の
２
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。 

神
﨑
新
学
長
に
抱
負
を
聞
い
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
本
学
の
大
き
な
特

徴
で
、
７
割
以
上
の
学
生
が
ク
ラ
ブ
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の

た
め
、
ま
た
チ
ー
ム
が
一
人
の
メ
ン
バ

ー
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
精
神
が
身

に
つ
い
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
、
本
学
の
学
生
は
自
分
を
高
め
よ
う

と
い
う
努
力
を
い
と
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

大
阪
体
育
大
学
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
み

る
、
さ
さ
え
る
な
ど
、
様
々
な
か
た
ち

で
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が
あ
る
学
生
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て

い
な
い
学
生
が
、
競
技
を
通
じ
て
切
磋

琢
磨
し
て
い
る
学
生
た
ち
に
影
響
を
受

け
て
成
長
し
て
い
く
点
も
、
大
き
な
特

徴
だ
と
思
い
ま
す
。

■� �

ク
ラ
ブ
活
動
の
さ
ら
な
る
強
化
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
に
つ
い
て

ど
う
考
え
ま
す
か
。

　

40
年
の
半
分
以
上
を
、
な
り
ふ
り
構

わ
ず
ク
ラ
ブ
指
導
に
全
力
を
挙
げ
て
き

ま
し
た
。
そ
う
い
う
経
緯
か
ら
、
競
技

力
向
上
委
員
長
を
務
め
、
運
動
部
活
動

改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
局
の

立
ち
上
げ
な
ど
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
指
導
者
に
は
さ
ら
に
今
よ
り

も
上
の
高
み
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
一

方
で
、
全
て
の
ク
ラ
ブ
が
今
す
ぐ
ト
ッ

プ
に
な
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
高
み
を
目
指
し
て

成
長
し
て
い
く
過
程
で
、
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
そ
の
ク

ラ
ブ
に
所
属
し
て
良
か
っ
た
と
い
う
満

足
感
や
自
分
の
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
誇
り

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

■� �

剣
道
の
魅
力
に
つ
い
て
。
ま
た
、

指
導
を
し
て
い
て
最
も
感
慨
深
か

っ
た
こ
と
は
。

　

剣
道
は
老
若
男
女
が
取
り
組
め
、
剣

道
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
普
遍
性
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
応
用
で
き
ま
す
。
指

導
を
し
て
い
て
一
番
う
れ
し
い
の
は
、

厳
し
い
、
苦
し
い
稽
古
の
結
果
と
し
て

人
間
的
に
成
長
す
る
こ
と
で
す
。
そ
こ

に
は
ま
た
部
員
の
横
や
縦
の
つ
な
が
り

が
確
固
と
し
て
で
き
て
い
ま
す
。
試
合

に
勝
つ
と
き
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
選
手
で
な
い
部
員
も
含
め
て
一
体

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
心

地
よ
い
瞬
間
で
、
一
度
そ
れ
を
体
験
す

る
と
、
も
う
一
度
味
わ
い
た
い
と
さ
ら

に
指
導
に
の
め
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
思
い
返
し
ま
す
。

■� �

少
子
化
な
ど
大
学
を
取
り
巻
く
環

境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
大
阪

体
育
大
学
の
何
を
重
視
し
て
大
学

運
営
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
か
。

　

大
学
で
の
教
育
の
大
き
な
柱
に
な
る

の
は
建
学
の
精
神
で
す
。「
不
断
の
努

力
に
よ
り
智
・
徳
・
体
を
修
め
社
会

に
奉
仕
す
る
」。
こ
の
先
、「
智
・
徳
・

体
」
を
教
育
の
柱
に
掲
げ
て
い
け
ば
間

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
智
」
は
単
な

る
知
識
で
は
な
く
、
物
事
の
善
悪
を
き

ち
っ
と
判
断
で
き
る
人
間
に
な
る
こ

と
。「
徳
」
は
立
派
な
人
間
に
な
る
こ

と
で
、
大
学
の
様
々
な
場
面
に
お
け
る

教
育
を
通
じ
て
身
に
付
け
ま
す
。「
体
」

は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
そ
の
も
の
で
あ
り
、

健
康
で
あ
る
こ
と
で
す
。「
智
・
徳
・

体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
間
形
成

を
目
指
し
な
が
ら
教
育
を
推
進
し
て
い

け
ば
、
必
ず
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

interviewinterview

1960年生まれ。宮崎県出身。1985年、筑波大学体育研究科修
士課程修了。同年大阪体育大学助手、2005年教授、2013年
体育学部スポーツ教育学科長、2018年学長補佐、2021年体育
学部長、2023年副学長。剣道部では1985年～2014年監督、
2014年から総監督。2009年世界剣道選手権大会女子団体・個
人で監督として優勝。2024年、最高位の称号である範士に。

大阪体育大学第10代新学長

神 﨑  浩 Kanzaki Hiroshi

■ �

第
10
代
の
学
長
に
就
任
し
た
感
想

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
は
40
年
大
阪
体
育
大
学
に
勤
め
、

こ
れ
ま
で
の
９
名
の
学
長
の
う
ち
、
第

２
代
の
加
藤
橘
夫
学
長
か
ら
第
９
代
の

原
田
宗
彦
学
長
ま
で
８
名
の
学
長
に
仕

え
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
錚
々
た
る

方
ば
か
り
で
、
特
に
加
藤
学
長
は
日
本

体
育
学
会
の
会
長
も
務
め
ら
れ
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
強
化
対
策
本
部
長

を
務
め
た
大
島
鎌
吉
初
代
副
学
長
と
と

も
に
本
学
の
礎
を
築
か
れ
た
方
。
特
に

大
学
で
の
研
究
活
動
を
重
視
さ
れ
た
方

で
、
私
た
ち
若
い
教
員
に
「
研
究
は
し

っ
か
り
や
っ
て
い
る
か
ね
」
と
声
を
か

け
ら
れ
て
い
た
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。

私
が
学
長
に
な
り
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
こ

と
が
で
き
る
か
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り

ま
す
が
、
卒
業
生
や
教
職
員
の
期
待
に

全
身
全
霊
で
応
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

■� �

新
学
長
と
し
て
最
も
力
を
入
れ
る

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

少
子
化
が
進
み
大
学
に
と
っ
て
厳
し

い
時
代
の
中
で
や
る
べ
き
こ
と
は
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
入
学
し
た
学
生
が
４

年
間
満
足
し
、
本
学
に
誇
り
を
持
っ
て

卒
業
し
て
い
く
環
境
を
さ
ら
に
整
備
す

る
こ
と
を
重
視
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
学
の
学
生
は
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
な
ど
を
通
じ
、
柔
軟
性
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
社
会
に
出

て
必
要
な
資
質
を
身
に
付
け
て
い
る
点

が
長
所
で
す
。
専
門
的
な
学
び
を
通
し

て
さ
ら
に
成
長
し
、
社
会
に
出
て
活
躍

す
る
人
材
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
本
学
の
学
生
は
総
合
的
な
満
足
度

を
尋
ね
る
卒
業
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
96
％
以
上
が
「
満
足
し
て
い
る
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、

教
員
と
学
生
の
距
離
の
近
さ
や
ク
ラ

ブ
、
ゼ
ミ
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
満
足
度
を

高
め
る
た
め
に
、
教
員
、
職
員
に
加
え

て
学
生
が
大
学
の
運
営
に
ど
ん
ど
ん
意

見
を
出
す
「
教
職
学
」
に
よ
る
大
学
運

営
の
雰
囲
気
が
作
れ
た
ら
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
本
学
は
今
年

60
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
学
生
に
記

念
の
年
を
盛
り
上
げ
る
企
画
を
考
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

■ �

教
員
、
剣
道
部
の
指
導
者
と
し
て

の
40
年
で
感
じ
た
大
阪
体
育
大
学

の
特
徴
、
良
さ
は
何
で
し
ょ
う
か
。

智・徳・体
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News
地
域
の
子
供
た
ち
を
招
い
て
、
本
学
の
学
生

ら
と
と
も
に
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

「
O
U
H
S
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
」
が
3
月
1

日
、
熊
取
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

ま
ず
、
サ
ッ
カ
ー
場
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、

主
催
す
る
本
学
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
の
中
山
健

セ
ン
タ
ー
長
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授
）
が
、

「
自
分
が
興
味
を
持
て
る
ス
ポ
ー
ツ
と
巡
り
合
う

き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

続
い
て
、
本
学
の
体
育
館
な
ど
、
各
ス
ポ
ー

ツ
専
用
施
設
を
会
場
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
教

室
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

教
室
に
は
、
地
域
の
子
供
た
ち
約
80
人
が
参

加
し
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
剣

道
を
体
験
す
る
グ
ル
ー
プ
、
野
球
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
体
験
す
る
グ
ル
ー

プ
の
二
手
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
3
種
目
の
競

技
を
体
験
し
た
。

子
供
た
ち
は
サ
ポ
ー
ト
役
の
ク
ラ
ブ
生
ら
と

と
も
に
競
技
に
取
り
組
み
、
上
達
の
コ
ツ
な
ど

を
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
の
面
白
さ

を
知
る
機
会
に
し
て
い
た
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ャ

リ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
が
２
月
７
日
、
２

年
生
に
全
員
参
加
を
義
務
付
け
て
開

催
さ
れ
た
。
就
活
を
勝
ち
抜
い
て
夢

を
か
な
え
て
内
定
を
得
た
４
年
生
の

体
験
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
聴
く
場
だ
。

４
年
生
28
人
が
２
人
ず
つ
14
教
室

に
分
か
れ
、
進
路
を
決
め
た
理
由
・

時
期
、
学
業
・
ク
ラ
ブ
と
の
両
立
、

具
体
的
な
就
職
活
動
、
後
輩
へ
の
ヒ

ン
ト
や
反
省
点
な
ど
に
つ
い
て
、
午

前
・
午
後
に
計
４
回
登
壇
し
た
。
４

年
生
は
「
自
分
が
２
年
生
の
こ
ろ
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
こ
の
よ
う
な
機

会
は
な
か
っ
た
」「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ

ン
ズ
（
学
習
支
援
室
、
チ
ュ
ー
タ
ー

常
駐
の
ラ
ウ
ン
ジ
）
を
め
ち
ゃ
め
ち

ゃ
使
っ
た
」
な
ど
と
話
し
た
。
２
年

生
は
関
心
の
あ
る
分
野
を
中
心
に
４

教
室
で
８
人
か
ら
体
験
談
を
聞
き
、

課
題
を
提
出
し
た
。

大
阪
体
育
大
学
生
の
特
質
と
し

て
、
企
業
の
人
事
担
当
者
、
教
育
現

場
の
管
理
職
な
ど
か
ら
「
非
認
知
能

力
」
の
高
さ
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
指
摘
さ

れ
る
。「
非
認
知
能
力
」
と
は
、
点
数

や
指
標
な
ど
で
明
確
に
認
知
で
き
る

も
の
で
は
な
い
が
、
日
常
生
活
・
社

会
活
動
で
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
能

力
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
粘
り
強
さ
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
で
も
、
静
岡

銀
行
に
内
定
し
た
サ
ッ
カ
ー
部
の
伊

藤
颯
汰
さ
ん
（
体
育
学
部
４
年
、
浜

松
南
）は「
元
気
さ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
体
大
ブ
ラ
ン
ド
で

周
り
と
差
別
化
で
き
る
」
と
強
調
。

「
内
定
者
の
懇
親
会
に
出
席
し
て
も
、

他
の
学
生
と
比
べ
て
体
大
生
は
一
番

明
る
い
し
、
元
気
。
学
生
の
み
ん
な

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
体
大
生
の
非

認
知
能
力
は
高
い
」と
話
し
て
い
た
。

就活支援キャリアフェスタ
全２年生が内定４年生の体験談聴く

目
標
は

イ
ン
カ
レ
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

昨
年
の
全
日
本
イ
ン
カ
レ
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
強
力

昨
年
の
全
日
本
イ
ン
カ
レ
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
強
力

な
サ
ー
ブ
と
ス
ト
ロ
ー
ク
を
武
器
に
攻
撃
的
な
テ
ニ
ス

な
サ
ー
ブ
と
ス
ト
ロ
ー
ク
を
武
器
に
攻
撃
的
な
テ
ニ
ス

を
展
開
し
、
１
年
生
な
が
ら
２
勝
し
た
。「
目
標
は
全

を
展
開
し
、
１
年
生
な
が
ら
２
勝
し
た
。「
目
標
は
全

日
本
イ
ン
カ
レ
優
勝
」
と
言
い
切
る

日
本
イ
ン
カ
レ
優
勝
」
と
言
い
切
る
2
0
2
5

2
0
2
5
年
期
待

年
期
待

の
選
手
だ
。

の
選
手
だ
。

鹿
児
島
県
出
身
。
両
親
と
３
き
ょ
う
だ
い
全
員
が
プ

鹿
児
島
県
出
身
。
両
親
と
３
き
ょ
う
だ
い
全
員
が
プ

レ
ー
す
る
テ
ニ
ス
一
家
で
育
ち
、
高
校
２
年
で
、
イ
ン

レ
ー
す
る
テ
ニ
ス
一
家
で
育
ち
、
高
校
２
年
で
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
団
体
全
国
３
位
、
全
国
高
校
選
抜
大
会
個
人

タ
ー
ハ
イ
団
体
全
国
３
位
、
全
国
高
校
選
抜
大
会
個
人

ベ
ス
ト
６
。
高
校
３
年
の
時
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

ベ
ス
ト
６
。
高
校
３
年
の
時
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
ダ
ブ
ル
ス
で
準
優
勝
し
た
。

権
ダ
ブ
ル
ス
で
準
優
勝
し
た
。

兄
は
、
テ
ニ
ス
部
女
子
監
督
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
・

兄
は
、
テ
ニ
ス
部
女
子
監
督
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
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News
地
域
の
子
供
た
ち
を
招
い
て
、
本
学
の
学
生

ら
と
と
も
に
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

「
O
U
H
S
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
」
が
3
月
1

日
、
熊
取
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

ま
ず
、
サ
ッ
カ
ー
場
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、

主
催
す
る
本
学
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
の
中
山
健

セ
ン
タ
ー
長
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授
）
が
、

「
自
分
が
興
味
を
持
て
る
ス
ポ
ー
ツ
と
巡
り
合
う

き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

続
い
て
、
本
学
の
体
育
館
な
ど
、
各
ス
ポ
ー

ツ
専
用
施
設
を
会
場
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
教

室
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

教
室
に
は
、
地
域
の
子
供
た
ち
約
80
人
が
参

加
し
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
剣

道
を
体
験
す
る
グ
ル
ー
プ
、
野
球
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
体
験
す
る
グ
ル
ー

プ
の
二
手
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
3
種
目
の
競

技
を
体
験
し
た
。

子
供
た
ち
は
サ
ポ
ー
ト
役
の
ク
ラ
ブ
生
ら
と

と
も
に
競
技
に
取
り
組
み
、
上
達
の
コ
ツ
な
ど

を
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
の
面
白
さ

を
知
る
機
会
に
し
て
い
た
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ャ

リ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
が
２
月
７
日
、
２

年
生
に
全
員
参
加
を
義
務
付
け
て
開

催
さ
れ
た
。
就
活
を
勝
ち
抜
い
て
夢

を
か
な
え
て
内
定
を
得
た
４
年
生
の

体
験
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
聴
く
場
だ
。

４
年
生
28
人
が
２
人
ず
つ
14
教
室

に
分
か
れ
、
進
路
を
決
め
た
理
由
・

時
期
、
学
業
・
ク
ラ
ブ
と
の
両
立
、

具
体
的
な
就
職
活
動
、
後
輩
へ
の
ヒ

ン
ト
や
反
省
点
な
ど
に
つ
い
て
、
午

前
・
午
後
に
計
４
回
登
壇
し
た
。
４

年
生
は
「
自
分
が
２
年
生
の
こ
ろ
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
こ
の
よ
う
な
機

会
は
な
か
っ
た
」「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ

ン
ズ
（
学
習
支
援
室
、
チ
ュ
ー
タ
ー

常
駐
の
ラ
ウ
ン
ジ
）
を
め
ち
ゃ
め
ち

ゃ
使
っ
た
」
な
ど
と
話
し
た
。
２
年

生
は
関
心
の
あ
る
分
野
を
中
心
に
４

教
室
で
８
人
か
ら
体
験
談
を
聞
き
、

課
題
を
提
出
し
た
。

大
阪
体
育
大
学
生
の
特
質
と
し

て
、
企
業
の
人
事
担
当
者
、
教
育
現

場
の
管
理
職
な
ど
か
ら
「
非
認
知
能

力
」
の
高
さ
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
指
摘
さ

れ
る
。「
非
認
知
能
力
」
と
は
、
点
数

や
指
標
な
ど
で
明
確
に
認
知
で
き
る

も
の
で
は
な
い
が
、
日
常
生
活
・
社

会
活
動
で
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
能

力
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
粘
り
強
さ
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
で
も
、
静
岡

銀
行
に
内
定
し
た
サ
ッ
カ
ー
部
の
伊

藤
颯
汰
さ
ん
（
体
育
学
部
４
年
、
浜

松
南
）は「
元
気
さ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
体
大
ブ
ラ
ン
ド
で

周
り
と
差
別
化
で
き
る
」
と
強
調
。

「
内
定
者
の
懇
親
会
に
出
席
し
て
も
、

他
の
学
生
と
比
べ
て
体
大
生
は
一
番

明
る
い
し
、
元
気
。
学
生
の
み
ん
な

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
体
大
生
の
非

認
知
能
力
は
高
い
」と
話
し
て
い
た
。
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イ
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シ
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イ
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レ
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ー
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と
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武
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撃
的
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テ
ニ
ス
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サ
ー
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ス
ト
ロ
ー
ク
を
武
器
に
攻
撃
的
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テ
ニ
ス
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展
開
し
、
１
年
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が
ら
２
勝
し
た
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目
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全
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２
勝
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２
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２
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３
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６
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３
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さ
れ
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が
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新
社
長
と
し
て
注
力
す
る
分
野
は
。

私
た
ち
は
「
健
康
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ

ン
パ
ニ
ー
」
に
な
る
こ
と
を
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
コ
ア
は
運
動
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
で
す
が
、
今
は
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
来
ら
れ
る
方
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
チ
ャ
ネ
ル
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
事
業

を
多
角
化
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

企
業
・
健
康
保
険
組
合
に
向
け
た
健
康
経

営
の
領
域
や
、
自
治
体
と
連
携
し
た
地
域

の
健
康
づ
く
り
。
例
え
ば
大
阪
府
堺
市
・

大
浜
体
育
館
の
運
営
な
ど
の
P
F
I
事

業
や
介
護
予
防
教
室
、
学
校
水
泳
な
ど
の

受
託
事
業
で
す
。
さ
ら
に
「
元
氣
ジ
ム
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
展
開
し
て
い
る
リ
ハ

ビ
リ
特
化
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
、

４
月
に
M
&
A
を
す
る
ス
ポ
ー
ツ
オ
ア
シ

ス
で
伸
び
て
い
る
ホ
ー
ム
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

事
業
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
事
業
を
拡
大

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
― �

競
泳
五
輪
代
表
の
池
江
璃
花
子
選
手

ら
ア
ス
リ
ー
ト
の
支
援
に
も
熱
心
だ
。

池
江
さ
ん
は
中
学
１
年
か
ら
ル
ネ
サ
ン

ス
に
通
っ
て
い
て
、ト
ッ
プ
選
手
の
育
成
・

支
援
は
子
ど
も
た
ち
の
夢
に
も
つ
な
が
り
、

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
国
際
が

ん
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
中
央
区
）
の
敷
地

内
に
が
ん
患
者
の
方
の
支
援
に
特
化
し
た

ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

池
江
選
手
は
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

白
血
病
を
克
服
し
て
競
技
に
復
帰
し
た
池

江
さ
ん
は
、
健
常
者
の
人
は
も
ち
ろ
ん
が

ん
患
者
の
方
に
も
勇
気
を
与
え
て
い
ま
す
。

―
― �

大
阪
体
育
大
学
時
代
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

望月美佐緒（もちづき・みさお）
大阪府出身。1984年、大阪体育大学体育学部卒業。大学４年時にハ
ンドボール部女子でインカレ準優勝。永新不動産「Doスポーツプラ
ザ」にトレーナーとして入社し、1987年ルネサンス企画（現ルネサ
ンス）へ。トレーナー・インストラクターを経て商品開発、人財育成
などに携わり、2005年に執行役員、2019年常務執行役員、2022年
取締役副社長。2025年４月１日、代表取締役社長。

フィットネス大手「ルネサンス」新社長

望月美佐緒さん

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
産
業
大
手
の
ル
ネ
サ
ン
ス（
本
社
東
京
都
墨
田
区
）の

新
社
長
に
４
月
１
日
付
け
で
、
望
月
美
佐
緒
副
社
長
が
就
任
し
た
。
同

社
は
４
月
に
子
会
社
の
ス
ポ
ー
ツ
オ
ア
シ
ス
に
対
し
て
21
回
目
と
な
る

M
＆
A
を
実
施
す
る
な
ど
積
極
的
な
経
営
を
進
め
る
。
一
方
で
競
泳
五

輪
代
表
の
池
江
璃
花
子
選
手
ら
へ
の
積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
支
援
で
知
ら

れ
る
。
望
月
さ
ん
は
大
阪
体
育
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
出
身
。「
ス

ポ
ー
ツ
で
の
経
験
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
非
常
に
活
き
て
い
る
」
と
語
る
。
ト

レ
ー
ナ
ー
と
し
て
業
界
に
入
り
、
東
証
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
で
は
0.8
％

し
か
い
な
い
女
性
社
長
に
上
り
詰
め
た
。

ル
部
で
活
躍
さ
れ
た
。
な
ぜ
大
体
大

に
進
ん
だ
の
か
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
負
け
た
こ
と
が

契
機
に
な
り
、高
校
卒
業
後
も
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
を
続
け
よ
う
と
進
路
を
変
更
し
ま
し
た
。

た
だ
４
年
は
長
す
ぎ
る
の
で
、
短
大
に
進

も
う
と
も
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
高
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
監
督
で
五
輪
選
手
も

育
て
た
父
か
ら
、「
大
学
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

を
し
に
行
く
だ
け
な
ら
意
味
が
な
い
。
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
を
通
し
て
人
生
を
学
ぶ
の
だ

っ
た
ら
４
年
間
が
必
要
だ
」
と
言
わ
れ
て
、

関
西
で
は
強
豪
だ
っ
た
大
体
大
に
進
み
ま

し
た
。

大
学
の
練
習
は
と
て
も
厳
し
く
、
４
年

の
時
全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
準
優
勝
し
ま
し

た
が
、
大
体
大
に
進
ん
だ
こ
と
は
人
生
で

も
一
番
の
転
機
で
し
た
。
人
生
で
、
自
分

の
進
路
を
自
分
で
決
め
る
と
い
う
経
験
は

と
て
も
重
要
で
す
。
道
を
選
ん
だ
以
上
は

責
任
が
あ
り
、
結
果
を
出
す
た
め
に
努
力

し
ま
し
た
。

―
― ��

卒
業
後
は
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
業
界
に
進
ん
だ
。

４
年
生
の
12
月
ま
で
試
合
が
あ
り
、
就

職
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
は
学
生
で
終
わ
り
に
す
る
つ
も
り

で
、
好
き
だ
っ
た
運
動
を
卒
業
後
も
楽
し

く
で
き
る
方
法
は
な
い
か
と
考
え
て
い
て
、

ご
縁
も
あ
り
、
永
新
不
動
産
の
「
D
o
ス

ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
」
に
入
社
し
ま
し
た
。

―
― �

３
年
後
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
転
職
し
た
。

体
を
壊
し
て
退
職
し
、
そ
の
後
専
門
学

校
の
講
師
を
し
て
い
た
頃
、
ご
縁
も
あ
り
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
の
ジ
ム
を

運
営
し
て
い
た
ル
ネ
サ
ン
ス
に
入
社
し
ま

し
た
。

―
― �

ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
な
が
ら
本
部
の

経
営
に
も
関
わ
っ
た
。

そ
の
後
関
東
に
転
勤
と
な
り
ま
し
た
。

会
社
が
６
期
連
続
で
２
け
た
成
長
し
、
も

の
す
ご
い
勢
い
で
伸
び
た
時
代
で
す
。
私

た
ち
は
今
回
の
オ
ア
シ
ス
で
21
回
目
の
Ｍ

＆
Ａ
と
な
り
ま
す
。
当
時
は
、
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
、
日
本
た
ば
こ
（
J
T
）、
三
菱
地

所
、
住
友
商
事
さ
ん
な
ど
名
だ
た
る
企
業

が
子
会
社
と
し
て
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
縁
も
あ
り
M

＆
A
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
社
が

急
成
長
し
、
各
店
舗
で
個
別
に
や
っ
て
い

た
事
業
を
標
準
化
し
な
い
と
チ
ー
ム
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
場
を
知

る
私
た
ち
が
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

現
場
で
ト
レ
ー
ナ
ー
を
し
な
が
ら
標
準
化

の
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

―
― �

な
ぜ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
社
長
に
上

り
詰
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

本
当
に
運
が
大
き
か
っ
た
。
運
と
は
、

会
社
が
伸
び
る
時
に
働
い
て
き
た
こ
と
と
、

そ
こ
で
得
た
経
験
値
で
す
。
ま
た
、
亡
く

な
っ
た
前
社
長
が
一
か
ら
始
め
た
ヘ
ル
ス

ケ
ア
の
領
域
に
10
年
前
か
ら
関
わ
り
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
コ
ア
に
し
な
が

ら
横
の
領
域
に
健
康
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ

ン
パ
ニ
ー
と
し
て
広
げ
て
い
く
役
割
を
経

験
し
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
― �

大
体
大
な
ど
体
育
大
の
学
生
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
な
ど
、
社
会
で
の
業
務
遂

行
、組
織
運
営
に
必
要
な
非
認
知
能

力
が
高
い
と
、
し
ば
し
ば
企
業
の
人

事
担
当
者
か
ら
指
摘
さ
れ
る
。

大
体
大
出
身
の
社
員
は
多
く
、
一
時
期

は
う
ち
の
役
員
比
率
で
大
体
大
が
一
番
多

か
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
大
体
大
出

身
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
低

い
人
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
ね
。
サ
ー
ビ
ス

業
と
し
て
不
可
欠
の
資
質
で
す
が
、
本
当

に
そ
う
思
い
ま
す
。

―
― �

学
生
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ
経
験
は
ビ
ジ

ネ
ス
の
現
場
で
活
き
る
か
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
続
け
る
た
め
に
大
体

大
に
進
ん
だ
こ
と
が
、
人
生
で
私
の
一
番

の
転
機
で
す
。
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
で
は
当
た
り
前
で
、
挫

折
か
ら
立
ち
直
る
力
を
ス
ポ
ー
ツ
で
鍛
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
力
を
社
会

に
進
ん
で
か
ら
醸
成
す
る
こ
と
は
意
外
に

難
し
い
。
ス
ポ
ー
ツ
で
の
経
験
及
び
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
ビ
ジ
ネ
ス

と
類
似
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
努
力
し
な

い
と
勝
て
な
い
（
成
果
が
出
な
い
）。
ど
ん

な
に
努
力
し
て
も
相
手
の
方
が
強
か
っ
た

ら
負
け
ま
す
。
一
人
で
完
結
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
チ
ー
ム
の
能
力
を

引
き
出
せ
る
か
ど
う
か
は
す
ご
く
大
き
い
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
コ
ー
ト
７
人
、
ベ
ン
チ

7
人
で
す
が
、
そ
の
人
た
ち
だ
け
で
は
勝

て
ま
せ
ん
。
大
体
大
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女

子
の
イ
ン
カ
レ
11
連
覇
が
す
ご
い
の
は
、

４
年
間
試
合
に
出
な
か
っ
た
学
生
た
ち
に

も
満
足
度
や
達
成
感
が
あ
る
と
感
じ
る
こ

と
で
す
。
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持

っ
て
や
り
切
る
チ
ー
ム
は
、
す
ご
く
強
い

と
思
い
ま
す
。
私
は
２
年
生
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー

に
な
り
ま
し
た
が
、
け
が
を
し
て
、
初
め

て
チ
ー
ム
を
俯
瞰
し
て
み
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
相
手
チ
ー
ム
の
戦
略
を
ビ
デ
オ

で
徹
底
的
に
分
析
す
る
。
練
習
で
「
ボ
ー

ル
を
い
か
に
早
く
出
す
か
」
を
追
求
す
る
。

そ
う
い
う
人
た
ち
の
総
合
力
で
チ
ー
ム
は

強
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
同

じ
で
す
。

―
― �

大
体
大
は
2
0
2
5
年
、開
学
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。
大
体
大
生
に
向
け

て
、
先
輩
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
と
の
関
わ
り
方
、

努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、基
礎
の
大
切
さ

な
ど
社
会
を
生
き
る
上
で
の
大
切
な
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
学
べ
ま
す
。
し
か
も
大
学
生
の

４
年
間
は
、
本
人
は
気
づ
か
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
50
代
、
60
代
か
ら
見
れ
ば
気
力

も
体
力
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
ど
う
ぞ
、

出
し
惜
し
み
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
や
り

切
る
こ
と
で
し
か
見
え
て
こ
な
い
も
の
が

あ
る
。
中
途
半
端
で
止
め
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
時
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
と
こ
と
ん

や
っ
て
み
る
。
そ
の
経
験
は
も
の
す
ご
く

重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

東証プライム上場企業で0.8％の女性社長に

スポーツ経験が
ビジネスで活きる

大体大 PEOPLE
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―
― �

新
社
長
と
し
て
注
力
す
る
分
野
は
。

私
た
ち
は
「
健
康
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ

ン
パ
ニ
ー
」
に
な
る
こ
と
を
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
コ
ア
は
運
動
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
で
す
が
、
今
は
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
来
ら
れ
る
方
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
チ
ャ
ネ
ル
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
事
業

を
多
角
化
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

企
業
・
健
康
保
険
組
合
に
向
け
た
健
康
経

営
の
領
域
や
、
自
治
体
と
連
携
し
た
地
域

の
健
康
づ
く
り
。
例
え
ば
大
阪
府
堺
市
・

大
浜
体
育
館
の
運
営
な
ど
の
P
F
I
事

業
や
介
護
予
防
教
室
、
学
校
水
泳
な
ど
の

受
託
事
業
で
す
。
さ
ら
に
「
元
氣
ジ
ム
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
展
開
し
て
い
る
リ
ハ

ビ
リ
特
化
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
、

４
月
に
M
&
A
を
す
る
ス
ポ
ー
ツ
オ
ア
シ

ス
で
伸
び
て
い
る
ホ
ー
ム
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

事
業
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
事
業
を
拡
大

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
― �

競
泳
五
輪
代
表
の
池
江
璃
花
子
選
手

ら
ア
ス
リ
ー
ト
の
支
援
に
も
熱
心
だ
。

池
江
さ
ん
は
中
学
１
年
か
ら
ル
ネ
サ
ン

ス
に
通
っ
て
い
て
、ト
ッ
プ
選
手
の
育
成
・

支
援
は
子
ど
も
た
ち
の
夢
に
も
つ
な
が
り
、

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
国
際
が

ん
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
中
央
区
）
の
敷
地

内
に
が
ん
患
者
の
方
の
支
援
に
特
化
し
た

ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

池
江
選
手
は
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

白
血
病
を
克
服
し
て
競
技
に
復
帰
し
た
池

江
さ
ん
は
、
健
常
者
の
人
は
も
ち
ろ
ん
が

ん
患
者
の
方
に
も
勇
気
を
与
え
て
い
ま
す
。

―
― �

大
阪
体
育
大
学
時
代
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

望月美佐緒（もちづき・みさお）
大阪府出身。1984年、大阪体育大学体育学部卒業。大学４年時にハ
ンドボール部女子でインカレ準優勝。永新不動産「Doスポーツプラ
ザ」にトレーナーとして入社し、1987年ルネサンス企画（現ルネサ
ンス）へ。トレーナー・インストラクターを経て商品開発、人財育成
などに携わり、2005年に執行役員、2019年常務執行役員、2022年
取締役副社長。2025年４月１日、代表取締役社長。

フィットネス大手「ルネサンス」新社長

望月美佐緒さん

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
産
業
大
手
の
ル
ネ
サ
ン
ス（
本
社
東
京
都
墨
田
区
）の

新
社
長
に
４
月
１
日
付
け
で
、
望
月
美
佐
緒
副
社
長
が
就
任
し
た
。
同

社
は
４
月
に
子
会
社
の
ス
ポ
ー
ツ
オ
ア
シ
ス
に
対
し
て
21
回
目
と
な
る

M
＆
A
を
実
施
す
る
な
ど
積
極
的
な
経
営
を
進
め
る
。
一
方
で
競
泳
五

輪
代
表
の
池
江
璃
花
子
選
手
ら
へ
の
積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
支
援
で
知
ら

れ
る
。
望
月
さ
ん
は
大
阪
体
育
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
出
身
。「
ス

ポ
ー
ツ
で
の
経
験
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
非
常
に
活
き
て
い
る
」
と
語
る
。
ト

レ
ー
ナ
ー
と
し
て
業
界
に
入
り
、
東
証
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
で
は
0.8
％

し
か
い
な
い
女
性
社
長
に
上
り
詰
め
た
。

ル
部
で
活
躍
さ
れ
た
。
な
ぜ
大
体
大

に
進
ん
だ
の
か
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
負
け
た
こ
と
が

契
機
に
な
り
、高
校
卒
業
後
も
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
を
続
け
よ
う
と
進
路
を
変
更
し
ま
し
た
。

た
だ
４
年
は
長
す
ぎ
る
の
で
、
短
大
に
進

も
う
と
も
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
高
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
監
督
で
五
輪
選
手
も

育
て
た
父
か
ら
、「
大
学
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

を
し
に
行
く
だ
け
な
ら
意
味
が
な
い
。
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
を
通
し
て
人
生
を
学
ぶ
の
だ

っ
た
ら
４
年
間
が
必
要
だ
」
と
言
わ
れ
て
、

関
西
で
は
強
豪
だ
っ
た
大
体
大
に
進
み
ま

し
た
。

大
学
の
練
習
は
と
て
も
厳
し
く
、
４
年

の
時
全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
準
優
勝
し
ま
し

た
が
、
大
体
大
に
進
ん
だ
こ
と
は
人
生
で

も
一
番
の
転
機
で
し
た
。
人
生
で
、
自
分

の
進
路
を
自
分
で
決
め
る
と
い
う
経
験
は

と
て
も
重
要
で
す
。
道
を
選
ん
だ
以
上
は

責
任
が
あ
り
、
結
果
を
出
す
た
め
に
努
力

し
ま
し
た
。

―
― ��

卒
業
後
は
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
業
界
に
進
ん
だ
。

４
年
生
の
12
月
ま
で
試
合
が
あ
り
、
就

職
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
は
学
生
で
終
わ
り
に
す
る
つ
も
り

で
、
好
き
だ
っ
た
運
動
を
卒
業
後
も
楽
し

く
で
き
る
方
法
は
な
い
か
と
考
え
て
い
て
、

ご
縁
も
あ
り
、
永
新
不
動
産
の
「
D
o
ス

ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
」
に
入
社
し
ま
し
た
。

―
― �

３
年
後
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
転
職
し
た
。

体
を
壊
し
て
退
職
し
、
そ
の
後
専
門
学

校
の
講
師
を
し
て
い
た
頃
、
ご
縁
も
あ
り
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
の
ジ
ム
を

運
営
し
て
い
た
ル
ネ
サ
ン
ス
に
入
社
し
ま

し
た
。

―
― �

ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
な
が
ら
本
部
の

経
営
に
も
関
わ
っ
た
。

そ
の
後
関
東
に
転
勤
と
な
り
ま
し
た
。

会
社
が
６
期
連
続
で
２
け
た
成
長
し
、
も

の
す
ご
い
勢
い
で
伸
び
た
時
代
で
す
。
私

た
ち
は
今
回
の
オ
ア
シ
ス
で
21
回
目
の
Ｍ

＆
Ａ
と
な
り
ま
す
。
当
時
は
、
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
、
日
本
た
ば
こ
（
J
T
）、
三
菱
地

所
、
住
友
商
事
さ
ん
な
ど
名
だ
た
る
企
業

が
子
会
社
と
し
て
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
縁
も
あ
り
M

＆
A
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
社
が

急
成
長
し
、
各
店
舗
で
個
別
に
や
っ
て
い

た
事
業
を
標
準
化
し
な
い
と
チ
ー
ム
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
場
を
知

る
私
た
ち
が
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

現
場
で
ト
レ
ー
ナ
ー
を
し
な
が
ら
標
準
化

の
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

―
― �

な
ぜ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
社
長
に
上

り
詰
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

本
当
に
運
が
大
き
か
っ
た
。
運
と
は
、

会
社
が
伸
び
る
時
に
働
い
て
き
た
こ
と
と
、

そ
こ
で
得
た
経
験
値
で
す
。
ま
た
、
亡
く

な
っ
た
前
社
長
が
一
か
ら
始
め
た
ヘ
ル
ス

ケ
ア
の
領
域
に
10
年
前
か
ら
関
わ
り
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
コ
ア
に
し
な
が

ら
横
の
領
域
に
健
康
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ

ン
パ
ニ
ー
と
し
て
広
げ
て
い
く
役
割
を
経

験
し
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
― �

大
体
大
な
ど
体
育
大
の
学
生
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
な
ど
、
社
会
で
の
業
務
遂

行
、組
織
運
営
に
必
要
な
非
認
知
能

力
が
高
い
と
、
し
ば
し
ば
企
業
の
人

事
担
当
者
か
ら
指
摘
さ
れ
る
。

大
体
大
出
身
の
社
員
は
多
く
、
一
時
期

は
う
ち
の
役
員
比
率
で
大
体
大
が
一
番
多

か
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
大
体
大
出

身
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
低

い
人
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
ね
。
サ
ー
ビ
ス

業
と
し
て
不
可
欠
の
資
質
で
す
が
、
本
当

に
そ
う
思
い
ま
す
。

―
― �

学
生
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ
経
験
は
ビ
ジ

ネ
ス
の
現
場
で
活
き
る
か
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
続
け
る
た
め
に
大
体

大
に
進
ん
だ
こ
と
が
、
人
生
で
私
の
一
番

の
転
機
で
す
。
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
で
は
当
た
り
前
で
、
挫

折
か
ら
立
ち
直
る
力
を
ス
ポ
ー
ツ
で
鍛
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
力
を
社
会

に
進
ん
で
か
ら
醸
成
す
る
こ
と
は
意
外
に

難
し
い
。
ス
ポ
ー
ツ
で
の
経
験
及
び
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
ビ
ジ
ネ
ス

と
類
似
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
努
力
し
な

い
と
勝
て
な
い
（
成
果
が
出
な
い
）。
ど
ん

な
に
努
力
し
て
も
相
手
の
方
が
強
か
っ
た

ら
負
け
ま
す
。
一
人
で
完
結
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
チ
ー
ム
の
能
力
を

引
き
出
せ
る
か
ど
う
か
は
す
ご
く
大
き
い
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
コ
ー
ト
７
人
、
ベ
ン
チ

7
人
で
す
が
、
そ
の
人
た
ち
だ
け
で
は
勝

て
ま
せ
ん
。
大
体
大
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女

子
の
イ
ン
カ
レ
11
連
覇
が
す
ご
い
の
は
、

４
年
間
試
合
に
出
な
か
っ
た
学
生
た
ち
に

も
満
足
度
や
達
成
感
が
あ
る
と
感
じ
る
こ

と
で
す
。
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持

っ
て
や
り
切
る
チ
ー
ム
は
、
す
ご
く
強
い

と
思
い
ま
す
。
私
は
２
年
生
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー

に
な
り
ま
し
た
が
、
け
が
を
し
て
、
初
め

て
チ
ー
ム
を
俯
瞰
し
て
み
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
相
手
チ
ー
ム
の
戦
略
を
ビ
デ
オ

で
徹
底
的
に
分
析
す
る
。
練
習
で
「
ボ
ー

ル
を
い
か
に
早
く
出
す
か
」
を
追
求
す
る
。

そ
う
い
う
人
た
ち
の
総
合
力
で
チ
ー
ム
は

強
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
同

じ
で
す
。

―
― �

大
体
大
は
2
0
2
5
年
、開
学
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。
大
体
大
生
に
向
け

て
、
先
輩
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
と
の
関
わ
り
方
、

努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、基
礎
の
大
切
さ

な
ど
社
会
を
生
き
る
上
で
の
大
切
な
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
学
べ
ま
す
。
し
か
も
大
学
生
の

４
年
間
は
、
本
人
は
気
づ
か
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
50
代
、
60
代
か
ら
見
れ
ば
気
力

も
体
力
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
ど
う
ぞ
、

出
し
惜
し
み
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
や
り

切
る
こ
と
で
し
か
見
え
て
こ
な
い
も
の
が

あ
る
。
中
途
半
端
で
止
め
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
時
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
と
こ
と
ん

や
っ
て
み
る
。
そ
の
経
験
は
も
の
す
ご
く

重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

東証プライム上場企業で0.8％の女性社長に

スポーツ経験が
ビジネスで活きる

大体大 PEOPLE
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ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
は
１
月
26

日
、「
ア
ナ
リ
ス
ト
養
成
講
座
」
を

昨
年
に
続
い
て
開
講
し
、
外
部
の

方
や
学
生
ら
約
1
0
0
人
が
受
講

し
た
。

講
座
は
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
・

沼
田
薫
樹
講
師
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
、
ま
ず
、
ゲ
ー
ム
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
分
析
が
専
門
領
域

の
岡
村
修
平
助
教
が
、
監
督
を
務

め
る
テ
ニ
ス
部
女
子
で
の
活
用
事

例
を
報
告
。
続
い
て
、
元
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
日
本
代
表
ア
ナ
リ
ス

ト
の
行
武
広
貴
さ
ん
が
２
０
０
８

年
の
北
京
五
輪
か
ら
昨
年
の
パ
リ

五
輪
ま
で
17
年
間
の
ア
ナ
リ
ス
ト

活
動
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
チ
ー
ム
運
営
部
ア
ナ

リ
ス
ト
の
横
山
知
紀
さ
ん
は
「
突

出
し
た
能
力
や
感
覚
を
持
っ
た
プ

ロ
選
手
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
、
プ
ロ

（
感
覚
）
に
対
し
て
は
プ
ロ
と
し

て
の
分
析
で
応
え
る
こ
と
が
重
要
」

な
ど
と
話
し
た
。

３
人
の
講
義
に
続
き
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子
・
竹
下
翔
太

さ
ん
（
体
育
学
部
２
年
、
西
城

陽
）、
同
女
子
・
中
埜
優
さ
ん
（
体

育
学
部
３
年
、
香
里
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル

学
院
）、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
子
・

酒
井
耀
さ
ん
（
体
育
学
部
３
年
、

三
田
西
陵
）、
同
女
子
・
宮
内
こ

こ
ろ
さ
ん
（
体
育
学
部
３
年
、
誠

修
）
が
各
部
の
ア
ナ
リ
ス
ト
活
動

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

就
職
状
況

公
務
員
合
格
最
多
109
人

企
業
か
ら
も
高
評
価

ア
ナ
リ
ス
ト
養
成
講
座

阪
神
、
バ
レ
ー
日
本
代
表
が
解
説

２
０
２
５
年
卒
業
予
定
者
の
就
職
活

動
が
終
了
し
た
。

２
０
２
０
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
、
採
用

面
接
試
験
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
が
多
く

導
入
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
収
束
後
も
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
の
面
接
は
あ
り
、
学
生

は
柔
軟
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

を
使
い
こ
な
し
て
選
考
に
挑
ん
だ
。
対

面
に
戻
っ
た
採
用
面
接
試
験
も
多
く
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生

が
ど
ち
ら
の
方
式
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
、
対
面
形

式
、
双
方
の
採
用
面
接
試
験
対
策
や
講

座
の
充
実
に
努
め
た
。

２
０
２
４
年
度
の
公
務
員
現
役
合
格

者
数
は
、
最
多
の
1
0
9
人
（
延
べ
）。

内
訳
は
、
国
家
公
務
員
（
刑
務
官
・
自

衛
官
・
海
上
保
安
官
）
が
13
人
、
地
方

公
務
員
（
警
察
官
・
消
防
官
・
行
政
職
）

は
96
人
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
さ
ら
に
公

務
員
人
気
が
高
ま
る
中
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
公
務
員
コ
ー
ス
２

期
生
た
ち
へ
「
公
務
員
革
命
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
学
生
た
ち
が
粘
り

強
く
取
り
組
ん
だ
成
果
が
出
た
。

恒
例
の
全
学
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
キ

ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
も
、
今
年
度
は
対

面
開
催
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

３
年
生
対
象
の
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ

は
８
月
に
開
催
し
、
大
手
企
業
の
人
事

担
当
者
に
よ
る
講
演
を
含
め
、
２
日
間

で
全
24
の
企
業
・
団
体
に
参
画
い
た
だ

い
た
。
１
、２
年
生
対
象
は
２
月
に
開

催
し
、
２
年
生
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
今
年
、
内
定
、
合
格
が
決
ま
っ
た

４
年
生
28
人
が
後
輩
に
向
け
て
熱
く
語

っ
た
。
ま
た
、
１
年
生
は
「
ス
ポ
ー
ツ

界
で
実
感
す
る
大
体
大
の
強
み
」
を

テ
ー
マ
に
、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
ス

ポ
ー
ツ
部
・
松
本
航
氏
（
本
学
45
期

生
）、「
自
分
の
得
意
と
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
大
阪
府
教
育
委
員

会
保
健
体
育
課
・
庄
司
樹
生
氏
（
本
学

43
期
生
）
に
よ
る
特
別
講
演
を
配
信

し
た
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
「
学
内
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

本
年
も
多
く
の
企
業
団
体
の
協
力
で
、

昼
休
み
に
説
明
会
や
業
界
研
究
を
す
る

学
び
の
場
と
し
て
実
施
し
た
。

近
年
、
卒
業
予
定
者
の
約
50
%
が
企

業
等
（
企
業
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
、
医
療
、

福
祉
、
自
営
業
）
に
進
み
、
高
い
就
職

率
を
残
し
て
い
る
。
各
企
業
か
ら
非
認

知
能
力
の
高
い
本
学
学
生
に
対
す
る
評

価
は
高
く
、
本
学
の
学
生
に
対
す
る
期

待
も
一
層
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

【
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
】

令
和
７
年
度
入
試

激
化
す
る
年
内
入
試
！

志
願
者
数
が
22
％
増
!!

令
和
７
年
度
入
試
は
、
前
年
度
に

誕
生
し
た
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
第
２

期
生
を
迎
え
る
入
試
と
し
て
実
施
さ

れ
た
。

志
願
者
数
は
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

が
１
，
１
２
５
人
（
前
年
度
比
26
％

増
）、
教
育
学
部
は
４
２
３
人
（
14

％
増
）
と
な
り
、
総
志
願
数
は
１
，

５
４
８
人
（
22
％
増
）
と
な
っ
た
。

近
年
は
入
試
の
多
様
化
を
推
進
す

る
た
め
に
導
入
さ
れ
た「
年
内
入
試
」

が
年
々
増
加
し
、
年
明
け
以
降
の
一

般
入
試
の
受
験
生
と
の
二
極
化
が
進

ん
で
い
る
。

総
合
型
選
抜
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
志
願
者
数
は
２
６
６
人

（
前
年
度
比
47
％
増
）
と
大
幅
に
増

え
た
。
そ
の
中
で
も
入
試
制
度
『
ア

ス
リ
ー
ト
型
』
受
験
志
願
者
数
は
61

人
（
前
年
度
比
61
％
）
と
な
り
、
高

い
競
技
実
績
の
あ
る
受
験
生
が
多
く

受
験
し
た
。
ま
た
『
自
己
表
現
型
』

は
資
格
や
高
等
学
校
で
の
活
動
実
績

を
加
点
す
る
制
度
を
導
入
し
た
入
試

制
度
で
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
は

２
０
５
人
（
前
年
度
比
40
％
増
）、

教
育
学
部
は
73
人
（
微
増
）
の
計

２
７
８
人
が
志
願
し
た
。

学
校
推
薦
型
選
抜
は
、
入
試
制
度

に
3
つ
の
型
が
あ
り
、『
小
論
文
・

面
接
他
』『
体
力
テ
ス
ト
・
面
接
』

『
国
語
・
調
査
書
』
と
、
様
々
な
形

態
の
試
験
を
受
験
で
き
る
。
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
志
願
者
数
は
４
６
１
人

（
前
年
度
比
32
％
増
）、
教
育
学
部
志

願
者
数
は
２
０
９
人
（
前
年
度
比
20

％
増
）
と
両
学
部
と
も
に
志
願
者
数

が
増
加
し
た
。

ま
た
、
年
内
入
試
が
年
々
増
加
す

る
中
、
年
明
け
の
一
般
選
抜
で
は
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
志
願
者
数
が
１
８
９

人
（
前
年
度
比
20
％
増
）、
教
育
学

部
は
１
１
９
人（
前
年
度
比
７
％
増
）

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

各
大
学
で
、
定
員
割
れ
を
防
ぐ
た

め
に
年
内
入
試
で
定
員
を
確
保
す
る

流
れ
が
加
速
し
て
い
る
。
本
学
も
同

様
の
方
針
で
入
学
生
の
確
保
に
向

け
、
募
集
営
業
活
動
を
強
化
し
、
高

校
訪
問
や
高
校
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
大
幅

に
増
や
し
、
精
力
的
に
動
い
た
。

２
０
２
６
度
入
試
に
向
け
て
、
前
年

度
以
上
の
募
集
営
業
活
動
を
設
定

し
、
更
な
る
志
願
者
増
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

【
入
試
部
】

教員採用試験

現役・既卒153人合格
さらなる早期化対策急務

２
０
２
５
年
度
採
用
（
２
０
２
４
年
度
実

施
）
の
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
の
現
役
合

格
者
は
、
延
べ
54
人
と
な
っ
た
。
合
格
自
治

体
は
昨
年
度
の
24
か
ら
28
に
広
が
っ
た
。
ま

た
、
既
卒
者
99
人
（
う
ち
関
西
地
区
の
自
治

体
で
72
人
）
か
ら
合
格
報
告
が
あ
り
、
合
わ

せ
て
１
５
３
人
が
合
格
し
た
。
合
格
校
種
も

中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
（
支
援
学
級
含
む
）

の
合
格
者
が
6
割
を
占
め
て
い
た
。

現
役
合
格
者
の
自
治
体
の
内
訳
は
、
大
阪

府
9
人
、
愛
媛
県
7
人
、
兵
庫
県
4
人
、
大

阪
市
・
鳥
取
県
各
3
人
、
東
京
都
・
愛
知
県
・

滋
賀
県
・
広
島
県
市
・
高
知
県
各
2
人
、
堺

市
・
豊
能
地
区
・
神
戸
市
・
京
都
府
・
奈
良

県
・
和
歌
山
・
北
海
道
・
横
浜
市
・
石
川
県
・

岐
阜
県
・
浜
松
市
・
岡
山
県
・
岡
山
市
・
山

口
県
・
福
井
県
・
長
崎
県
・
熊
本
県
・
大
分

県
各
1
人
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
例
年
同

様
、
全
国
に
合
格
者
が
広
が
っ
て
い
る
。
学

校
種
別
で
は
、
小
学
校
（
小
中
い
き
い
き
連

携
を
含
む
）
42
人
、
中
学
校
7
人
、
中
高
1

人
、
高
等
学
校
1
人
、
特
別
支
援
学
校
3
人

と
な
り
、
小
学
校
で
の
合
格
者
が
多
か
っ
た
。

昨
年
度
か
ら
一
部
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ

て
い
る
3
年
生
受
験
（
一
次
試
験
も
し
く
は

一
次
試
験
の
一
部
が
受
験
可
能
）
も
今
年
度

は
実
施
す
る
自
治
体
が
増
え
、
本
学
で
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
学
生
の
う
ち
23
人
が
合
格
と

な
っ
た
。
こ
の
23
人
は
２
０
２
５
年
度
実
施

の
一
次
試
験
も
し
く
は
一
次
試
験
の
一
部
が

免
除
と
な
り
、
４
年
次
で
の
受
験
が
軽
減
さ

れ
る
。

文
部
科
学
省
は
２
０
２
３
年
5
月
、

２
０
２
４
年
度
実
施
の
公
立
学
校
教
員
採
用

試
験
の
第
一
次
選
考
に
つ
い
て
、
6
月
16
日

を
基
準
日
と
し
て
各
自
治
体
に
求
め
る
方
針

を
示
し
、
試
験
の
早
期
化
が
始
ま
っ
た
。
さ

ら
に
、
２
０
２
４
年
4
月
に
は
、
２
０
２
５

年
度
実
施
の
教
員
採
用
一
次
試
験
の
実
施
時

期
を
5
月
11
日
を
目
安
に
で
き
る
だ
け
前
倒

し
す
る
よ
う
再
び
各
自
治
体
に
求
め
た
。

ま
た
、
民
間
企
業
を
は
じ
め
公
務
員
試
験

で
も
幅
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
（
基

礎
能
力
検
査
、
性
格
検
査
）
を
第
一
次
試
験

の
一
部
の
校
種
で
取
り
入
れ
た
り
、
教
職
教

養
を
廃
止
し
た
り
、
小
学
校
の
二
次
試
験
に

お
け
る
音
楽
実
技
や
体
育
実
技
を
廃
止
す
る

自
治
体
も
あ
り
、
試
験
日
程
の
早
期
化
・
複

線
化
だ
け
で
な
く
、
試
験
内
容
も
変
化
し
て

い
る
。
今
ま
で
以
上
に
教
員
採
用
選
考
試
験

の
動
向
に
注
視
し
、
早
期
か
ら
の
対
策
が
求

め
ら
れ
る
。

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
員
採
用
試

験
対
策
模
試
、
各
種
支
援
講
座
、
教
職
オ
ン

デ
マ
ン
ド
講
座
、
全
自
治
体
の
教
採
過
去
問

貸
し
出
し
等
の
他
に
、
校
長
経
験
の
あ
る
ス

タ
ッ
フ
が
面
接
指
導
だ
け
で
な
く
、
教
採
へ

の
勉
強
の
進
め
方
や
教
職
キ
ャ
リ
ア
に
関
す

る
相
談
に
も
対
応
し
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
っ
て
採
用
試
験
受
験
に
向
け
て
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

教
員
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
、
教
員
採

用
試
験
の
合
格
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
。
教
育
現
場
は
日
々
変
化
し
て
い

る
う
え
、
学
校
現
場
に
出
れ
ば
新
人
教
員
と

い
え
ど
も
「
即
戦
力
」
と
し
て
、
役
割
を
担

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
員
の
仕

事
は
、
そ
こ
に
子
ど
も
が
い
て
く
れ
る
の
で

成
立
す
る
。
常
に
謙
虚
で
真
摯
な
気
持
ち
で

「
学
び
続
け
る
教
員
」
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
。

【
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
】

＜教育学部＞※内部・指定校推薦を含む

入試制度 学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

総合型選抜 教育学科
25

73 70 34

総合型選抜・後期 教育学科 6 6 2

スポーツ特別総合型選抜 教育学科 5 8 8 8

DASH アスリート特別総合型選抜 教育学科 ｰ 1 1 1

卒業生子女型選抜 教育学科 ｰ 7 7 7

学校推薦型選抜※ 教育学科 50 209 207 131

一般選抜 教育学科 45 119 118 32

合計 教育学科 125 423 417 215

＜スポーツ科学部＞※内部・指定校推薦を含む

入試制度 学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

総合型選抜 スポーツ科学科
95

266 251 147

総合型選抜・後期 スポーツ科学科 8 8 1

スポーツ特別総合型選抜 スポーツ科学科 120 178 178 178

DASH アスリート特別総合型選抜 スポーツ科学科 5 4 4 4

卒業生子女型選抜 スポーツ科学科 ｰ 16 15 15

学校推薦型選抜※ スポーツ科学科 200 461 455 250

一般選抜 スポーツ科学科 100 189 184 60

外国人選抜 スポーツ科学科 若干 3 3 0

合計 スポーツ科学科 520 1125 1098 655
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ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
は
１
月
26

日
、「
ア
ナ
リ
ス
ト
養
成
講
座
」
を

昨
年
に
続
い
て
開
講
し
、
外
部
の

方
や
学
生
ら
約
1
0
0
人
が
受
講

し
た
。

講
座
は
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
・

沼
田
薫
樹
講
師
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
、
ま
ず
、
ゲ
ー
ム
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
分
析
が
専
門
領
域

の
岡
村
修
平
助
教
が
、
監
督
を
務

め
る
テ
ニ
ス
部
女
子
で
の
活
用
事

例
を
報
告
。
続
い
て
、
元
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
日
本
代
表
ア
ナ
リ
ス

ト
の
行
武
広
貴
さ
ん
が
２
０
０
８

年
の
北
京
五
輪
か
ら
昨
年
の
パ
リ

五
輪
ま
で
17
年
間
の
ア
ナ
リ
ス
ト

活
動
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
チ
ー
ム
運
営
部
ア
ナ

リ
ス
ト
の
横
山
知
紀
さ
ん
は
「
突

出
し
た
能
力
や
感
覚
を
持
っ
た
プ

ロ
選
手
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
、
プ
ロ

（
感
覚
）
に
対
し
て
は
プ
ロ
と
し

て
の
分
析
で
応
え
る
こ
と
が
重
要
」

な
ど
と
話
し
た
。

３
人
の
講
義
に
続
き
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子
・
竹
下
翔
太

さ
ん
（
体
育
学
部
２
年
、
西
城

陽
）、
同
女
子
・
中
埜
優
さ
ん
（
体

育
学
部
３
年
、
香
里
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル

学
院
）、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
子
・

酒
井
耀
さ
ん
（
体
育
学
部
３
年
、

三
田
西
陵
）、
同
女
子
・
宮
内
こ

こ
ろ
さ
ん
（
体
育
学
部
３
年
、
誠

修
）
が
各
部
の
ア
ナ
リ
ス
ト
活
動

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

就
職
状
況

公
務
員
合
格
最
多
109
人

企
業
か
ら
も
高
評
価

ア
ナ
リ
ス
ト
養
成
講
座

阪
神
、
バ
レ
ー
日
本
代
表
が
解
説

２
０
２
５
年
卒
業
予
定
者
の
就
職
活

動
が
終
了
し
た
。

２
０
２
０
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
、
採
用

面
接
試
験
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
が
多
く

導
入
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
収
束
後
も
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
の
面
接
は
あ
り
、
学
生

は
柔
軟
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

を
使
い
こ
な
し
て
選
考
に
挑
ん
だ
。
対

面
に
戻
っ
た
採
用
面
接
試
験
も
多
く
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生

が
ど
ち
ら
の
方
式
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
、
対
面
形

式
、
双
方
の
採
用
面
接
試
験
対
策
や
講

座
の
充
実
に
努
め
た
。

２
０
２
４
年
度
の
公
務
員
現
役
合
格

者
数
は
、
最
多
の
1
0
9
人
（
延
べ
）。

内
訳
は
、
国
家
公
務
員
（
刑
務
官
・
自

衛
官
・
海
上
保
安
官
）
が
13
人
、
地
方

公
務
員
（
警
察
官
・
消
防
官
・
行
政
職
）

は
96
人
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
さ
ら
に
公

務
員
人
気
が
高
ま
る
中
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
公
務
員
コ
ー
ス
２

期
生
た
ち
へ
「
公
務
員
革
命
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
学
生
た
ち
が
粘
り

強
く
取
り
組
ん
だ
成
果
が
出
た
。

恒
例
の
全
学
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
キ

ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
も
、
今
年
度
は
対

面
開
催
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

３
年
生
対
象
の
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ

は
８
月
に
開
催
し
、
大
手
企
業
の
人
事

担
当
者
に
よ
る
講
演
を
含
め
、
２
日
間

で
全
24
の
企
業
・
団
体
に
参
画
い
た
だ

い
た
。
１
、２
年
生
対
象
は
２
月
に
開

催
し
、
２
年
生
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
今
年
、
内
定
、
合
格
が
決
ま
っ
た

４
年
生
28
人
が
後
輩
に
向
け
て
熱
く
語

っ
た
。
ま
た
、
１
年
生
は
「
ス
ポ
ー
ツ

界
で
実
感
す
る
大
体
大
の
強
み
」
を

テ
ー
マ
に
、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
ス

ポ
ー
ツ
部
・
松
本
航
氏
（
本
学
45
期

生
）、「
自
分
の
得
意
と
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
大
阪
府
教
育
委
員

会
保
健
体
育
課
・
庄
司
樹
生
氏
（
本
学

43
期
生
）
に
よ
る
特
別
講
演
を
配
信

し
た
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
「
学
内
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

本
年
も
多
く
の
企
業
団
体
の
協
力
で
、

昼
休
み
に
説
明
会
や
業
界
研
究
を
す
る

学
び
の
場
と
し
て
実
施
し
た
。

近
年
、
卒
業
予
定
者
の
約
50
%
が
企

業
等
（
企
業
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
、
医
療
、

福
祉
、
自
営
業
）
に
進
み
、
高
い
就
職

率
を
残
し
て
い
る
。
各
企
業
か
ら
非
認

知
能
力
の
高
い
本
学
学
生
に
対
す
る
評

価
は
高
く
、
本
学
の
学
生
に
対
す
る
期

待
も
一
層
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

【
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
】

令
和
７
年
度
入
試

激
化
す
る
年
内
入
試
！

志
願
者
数
が
22
％
増
!!

令
和
７
年
度
入
試
は
、
前
年
度
に

誕
生
し
た
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
第
２

期
生
を
迎
え
る
入
試
と
し
て
実
施
さ

れ
た
。

志
願
者
数
は
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

が
１
，
１
２
５
人
（
前
年
度
比
26
％

増
）、
教
育
学
部
は
４
２
３
人
（
14

％
増
）
と
な
り
、
総
志
願
数
は
１
，

５
４
８
人
（
22
％
増
）
と
な
っ
た
。

近
年
は
入
試
の
多
様
化
を
推
進
す

る
た
め
に
導
入
さ
れ
た「
年
内
入
試
」

が
年
々
増
加
し
、
年
明
け
以
降
の
一

般
入
試
の
受
験
生
と
の
二
極
化
が
進

ん
で
い
る
。

総
合
型
選
抜
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
志
願
者
数
は
２
６
６
人

（
前
年
度
比
47
％
増
）
と
大
幅
に
増

え
た
。
そ
の
中
で
も
入
試
制
度
『
ア

ス
リ
ー
ト
型
』
受
験
志
願
者
数
は
61

人
（
前
年
度
比
61
％
）
と
な
り
、
高

い
競
技
実
績
の
あ
る
受
験
生
が
多
く

受
験
し
た
。
ま
た
『
自
己
表
現
型
』

は
資
格
や
高
等
学
校
で
の
活
動
実
績

を
加
点
す
る
制
度
を
導
入
し
た
入
試

制
度
で
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
は

２
０
５
人
（
前
年
度
比
40
％
増
）、

教
育
学
部
は
73
人
（
微
増
）
の
計

２
７
８
人
が
志
願
し
た
。

学
校
推
薦
型
選
抜
は
、
入
試
制
度

に
3
つ
の
型
が
あ
り
、『
小
論
文
・

面
接
他
』『
体
力
テ
ス
ト
・
面
接
』

『
国
語
・
調
査
書
』
と
、
様
々
な
形

態
の
試
験
を
受
験
で
き
る
。
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
志
願
者
数
は
４
６
１
人

（
前
年
度
比
32
％
増
）、
教
育
学
部
志

願
者
数
は
２
０
９
人
（
前
年
度
比
20

％
増
）
と
両
学
部
と
も
に
志
願
者
数

が
増
加
し
た
。

ま
た
、
年
内
入
試
が
年
々
増
加
す

る
中
、
年
明
け
の
一
般
選
抜
で
は
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
志
願
者
数
が
１
８
９

人
（
前
年
度
比
20
％
増
）、
教
育
学

部
は
１
１
９
人（
前
年
度
比
７
％
増
）

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

各
大
学
で
、
定
員
割
れ
を
防
ぐ
た

め
に
年
内
入
試
で
定
員
を
確
保
す
る

流
れ
が
加
速
し
て
い
る
。
本
学
も
同

様
の
方
針
で
入
学
生
の
確
保
に
向

け
、
募
集
営
業
活
動
を
強
化
し
、
高

校
訪
問
や
高
校
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
大
幅

に
増
や
し
、
精
力
的
に
動
い
た
。

２
０
２
６
度
入
試
に
向
け
て
、
前
年

度
以
上
の
募
集
営
業
活
動
を
設
定

し
、
更
な
る
志
願
者
増
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

【
入
試
部
】

教員採用試験

現役・既卒153人合格
さらなる早期化対策急務

２
０
２
５
年
度
採
用
（
２
０
２
４
年
度
実

施
）
の
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
の
現
役
合

格
者
は
、
延
べ
54
人
と
な
っ
た
。
合
格
自
治

体
は
昨
年
度
の
24
か
ら
28
に
広
が
っ
た
。
ま

た
、
既
卒
者
99
人
（
う
ち
関
西
地
区
の
自
治

体
で
72
人
）
か
ら
合
格
報
告
が
あ
り
、
合
わ

せ
て
１
５
３
人
が
合
格
し
た
。
合
格
校
種
も

中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
（
支
援
学
級
含
む
）

の
合
格
者
が
6
割
を
占
め
て
い
た
。

現
役
合
格
者
の
自
治
体
の
内
訳
は
、
大
阪

府
9
人
、
愛
媛
県
7
人
、
兵
庫
県
4
人
、
大

阪
市
・
鳥
取
県
各
3
人
、
東
京
都
・
愛
知
県
・

滋
賀
県
・
広
島
県
市
・
高
知
県
各
2
人
、
堺

市
・
豊
能
地
区
・
神
戸
市
・
京
都
府
・
奈
良

県
・
和
歌
山
・
北
海
道
・
横
浜
市
・
石
川
県
・

岐
阜
県
・
浜
松
市
・
岡
山
県
・
岡
山
市
・
山

口
県
・
福
井
県
・
長
崎
県
・
熊
本
県
・
大
分

県
各
1
人
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
例
年
同

様
、
全
国
に
合
格
者
が
広
が
っ
て
い
る
。
学

校
種
別
で
は
、
小
学
校
（
小
中
い
き
い
き
連

携
を
含
む
）
42
人
、
中
学
校
7
人
、
中
高
1

人
、
高
等
学
校
1
人
、
特
別
支
援
学
校
3
人

と
な
り
、
小
学
校
で
の
合
格
者
が
多
か
っ
た
。

昨
年
度
か
ら
一
部
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ

て
い
る
3
年
生
受
験
（
一
次
試
験
も
し
く
は

一
次
試
験
の
一
部
が
受
験
可
能
）
も
今
年
度

は
実
施
す
る
自
治
体
が
増
え
、
本
学
で
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
学
生
の
う
ち
23
人
が
合
格
と

な
っ
た
。
こ
の
23
人
は
２
０
２
５
年
度
実
施

の
一
次
試
験
も
し
く
は
一
次
試
験
の
一
部
が

免
除
と
な
り
、
４
年
次
で
の
受
験
が
軽
減
さ

れ
る
。

文
部
科
学
省
は
２
０
２
３
年
5
月
、

２
０
２
４
年
度
実
施
の
公
立
学
校
教
員
採
用

試
験
の
第
一
次
選
考
に
つ
い
て
、
6
月
16
日

を
基
準
日
と
し
て
各
自
治
体
に
求
め
る
方
針

を
示
し
、
試
験
の
早
期
化
が
始
ま
っ
た
。
さ

ら
に
、
２
０
２
４
年
4
月
に
は
、
２
０
２
５

年
度
実
施
の
教
員
採
用
一
次
試
験
の
実
施
時

期
を
5
月
11
日
を
目
安
に
で
き
る
だ
け
前
倒

し
す
る
よ
う
再
び
各
自
治
体
に
求
め
た
。

ま
た
、
民
間
企
業
を
は
じ
め
公
務
員
試
験

で
も
幅
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
（
基

礎
能
力
検
査
、
性
格
検
査
）
を
第
一
次
試
験

の
一
部
の
校
種
で
取
り
入
れ
た
り
、
教
職
教

養
を
廃
止
し
た
り
、
小
学
校
の
二
次
試
験
に

お
け
る
音
楽
実
技
や
体
育
実
技
を
廃
止
す
る

自
治
体
も
あ
り
、
試
験
日
程
の
早
期
化
・
複

線
化
だ
け
で
な
く
、
試
験
内
容
も
変
化
し
て

い
る
。
今
ま
で
以
上
に
教
員
採
用
選
考
試
験

の
動
向
に
注
視
し
、
早
期
か
ら
の
対
策
が
求

め
ら
れ
る
。

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
員
採
用
試

験
対
策
模
試
、
各
種
支
援
講
座
、
教
職
オ
ン

デ
マ
ン
ド
講
座
、
全
自
治
体
の
教
採
過
去
問

貸
し
出
し
等
の
他
に
、
校
長
経
験
の
あ
る
ス

タ
ッ
フ
が
面
接
指
導
だ
け
で
な
く
、
教
採
へ

の
勉
強
の
進
め
方
や
教
職
キ
ャ
リ
ア
に
関
す

る
相
談
に
も
対
応
し
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
っ
て
採
用
試
験
受
験
に
向
け
て
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

教
員
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
、
教
員
採

用
試
験
の
合
格
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
。
教
育
現
場
は
日
々
変
化
し
て
い

る
う
え
、
学
校
現
場
に
出
れ
ば
新
人
教
員
と

い
え
ど
も
「
即
戦
力
」
と
し
て
、
役
割
を
担

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
員
の
仕

事
は
、
そ
こ
に
子
ど
も
が
い
て
く
れ
る
の
で

成
立
す
る
。
常
に
謙
虚
で
真
摯
な
気
持
ち
で

「
学
び
続
け
る
教
員
」
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
。

【
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
】

＜教育学部＞※内部・指定校推薦を含む

入試制度 学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

総合型選抜 教育学科
25

73 70 34

総合型選抜・後期 教育学科 6 6 2

スポーツ特別総合型選抜 教育学科 5 8 8 8

DASH アスリート特別総合型選抜 教育学科 ｰ 1 1 1

卒業生子女型選抜 教育学科 ｰ 7 7 7

学校推薦型選抜※ 教育学科 50 209 207 131

一般選抜 教育学科 45 119 118 32

合計 教育学科 125 423 417 215

＜スポーツ科学部＞※内部・指定校推薦を含む

入試制度 学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

総合型選抜 スポーツ科学科
95

266 251 147

総合型選抜・後期 スポーツ科学科 8 8 1

スポーツ特別総合型選抜 スポーツ科学科 120 178 178 178

DASH アスリート特別総合型選抜 スポーツ科学科 5 4 4 4

卒業生子女型選抜 スポーツ科学科 ｰ 16 15 15

学校推薦型選抜※ スポーツ科学科 200 461 455 250

一般選抜 スポーツ科学科 100 189 184 60

外国人選抜 スポーツ科学科 若干 3 3 0

合計 スポーツ科学科 520 1125 1098 655
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昨
年
の
パ
リ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
が
注
目
を
集
め
る
中
で
、 

障
害
者
の
体

育
や
ス
ポ
ー
ツ
が
学
校
体
育
や
地
域
で
ど
う
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー

ツ
の
視
点
か
ら
ど
う
工
夫
し
て
い
け
る
の
か
を

考
え
る
講
演
会
が
２
月
23
日
、
開
か
れ
た
。
教

育
学
部
が
地
域
公
開
講
座
「
特
別
支
援
教
育
・

教
育
講
演
会
～
障
害
児
・
者
の
正
し
い
理
解
と

適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
に
～
」
と
し
て
、
大

阪
府
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
開
催
し
、
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の

教
員
ら
教
育
関
係
者
が
参
加
し
た
。

司
会
は
、日
本
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
学
会
理
事
で
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ッ

チ
ャ
日
本
代
表
コ
ー
チ
の
曽
根
裕
二
准
教
授

（
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
）
が
務
め
、 

同
学

会
理
事
の
村
上
祐
介
・
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部
准
教
授
が
「
と
も
に
学
ぶ
体
育
授

業
の
充
実
を
目
指
し
て
～
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス

ポ
ー
ツ
の
視
点
か
ら
考
え
る
～
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
し
た
。

そ
の
後
、
第
６
体
育
館
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
で
、

本
学
卒
業
生
の
安
田
友
紀
・
神
戸
女
学
院
大
学

准
教
授
が
指
導
す
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
ダ
ン

ス
グ
ル
ー
プ「
D
ance 

A
ssem
ble 

ア
マ
カ
マ
・

ド
ゥ
」
が
創
作
ダ
ン
ス
を
披
露
。
実
技
実
習
で

は
、
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
人
間
健
康
福
祉
学
部
健

康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
の
今
城
遥
助
教
が
「
ア
ダ
プ

テ
ッ
ド
の
工
夫
に
つ
い
て
学
ぶ
」
の
テ
ー
マ
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
授
業
に
つ
い
て
実
践
。
兵
庫

県
姫
路
市
立
水
上
小
学
校
の
萩
原
大
河
教
諭
が

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
体
育
授
業
を
創
る
ヒ
ン

ト
」
と
し
て
実
践
例
を
交
え
て
説
明
し
た
。

I
C
T
を
活
用
し
た
運
動
部
活

動
指
導
の
成
果
を
発
表
す
る
報
告

会
が
2
月
15
日
開
か
れ
、
自
治
体

関
係
者
や
学
校
教
員
、
学
生
ら
約

30
人
が
参
加
し
た
。

本
学
で
は
、「
グ
ッ
ド
コ
ー
チ
養

成
セ
ミ
ナ
ー
」
で
中
学
校
な
ど
で

の
運
動
部
活
動
指
導
に
あ
た
る
学

生
を
育
成
し
て
い
て
、
自
治
体
か

ら
の
依
頼
を
受
け
、
本
学
の
学
生

が
部
活
動
指
導
員
な
ど
の
立
場
で

学
校
で
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
。
2
0
2
3
年
6
月
に
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
株
式
会
社
と
I
C
T
活

用
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

し
、
同
社
が
開
発
し
た
練
習
サ

ポ
ー
ト
ア
プ
リ
「
ス
マ
ー
ト
コ
ー

チ
」
や
「
A
I
ス
マ
ー
ト
コ
ー
チ
」

を
活
用
し
た
運
動
部
活
動
指
導
の

実
証
実
験
や
実
践
モ
デ
ル
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

報
告
会
で
は
、
大
阪
府
教
育
庁

教
育
振
興
室
保
健
体
育
課
の
中
田

将
人
首
席
指
導
主
事
が
基
調
講

話
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
次
世
代
育
成

推
進
課
の
佐
藤
誠
さ
ん
が
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
の
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
に
つ
い
て
、
全
国
で
50

団
体
以
上
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
、
体
育
学
部
の

折
野
歩
菜
さ
ん（
体
育
学
部
3
年
、

神
戸
龍
谷
）
が
グ
ッ
ド
コ
ー
チ
養

成
セ
ミ
ナ
ー
の
学
校
・
地
域
へ
の

学
生
紹
介
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
、

今
年
度
57
人
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た

こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。
続
い
て
、

学
校
で
の
運
動
部
活
動
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
本
学
の
学
生
が
、

I
C
T
を
活
用
し
た
指
導
の
成
果

や
課
題
な
ど
を
発
表
し
、
学
生
ら

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ

た
。

本
学
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
顕

著
な
業
績
を
残
し
た
指
導
者
に
贈
ら

れ
る
大
島
鎌
吉
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
授
与

式
が
１
月
7
日
に
行
わ
れ
た
。
功
労

賞
を
楠
本
繁
生
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

教
授
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
監

督
）、
浜
上
洋
平
・
教
育
学
部
准
教
授

（
水
上
競
技
部
女
子
監
督
）、
横
井
光

治
・
教
育
学
部
講
師
（
硬
式
野
球
部

女
子
監
督
）、奨
励
賞
を
藤
原
敏
行
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授
（
体
操
競
技

部
男
子
監
督
）
が
受
け
た
。

こ
の
賞
は
本
学
の
初
代
副
学
長
で

１
９
６
４
年
東
京
五
輪
強
化
対
策
本

部
長
・
選
手
団
長
を
務
め
た
大
島
鎌

吉
氏
の
功
績
を
た
た
え
て
本
学
が
創

立
50
周
年
を
迎
え
た
2
0
1
5
年
に

創
設
さ
れ
た
。

昨
年
、
楠
本
監
督
は
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
女
子
が
全
日
本
学
生
選
手
権
で

11
連
覇
。
浜
上
監
督
は
パ
リ
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
宇
津
木
美
都
選
手
（
教

育
4
年
）
が
1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ

（
S
B
8
）で
5
位
入
賞
。
横
井
監
督

は
第
9
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
野
球
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ

で
白
石
美
優
選
手
（
体
育
4
年
）
が

M
V
P
・
首
位
打
者
・
ベ
ス
ト
ナ
イ

ン
を
受
賞
。
藤
原
監
督
は
第
78
回
全

日
本
学
生
選
手
権
で
田
部
壮
一
郎
選

手
（
体
育
4
年
）
が
種
目
別
つ
り
輪

で
優
勝
し
た
。

学
長
特
別
表
彰
式
が
１
月
23
日
に
行
わ
れ
、
2
0
2
4
年
度
に
国
内

外
の
競
技
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
２
ク
ラ
ブ
と
10
選
手
が
表
彰

さ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
各
団
体
と
選
手
に
表
彰
状
な
ど
が
手
渡
さ
れ
た
。

続
い
て
、
原
田
宗
彦
学
長
が
「
皆
さ
ん
の
活
躍
は
人
生
に
と
っ
て
と
て

も
い
い
節
目
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
大
学
に
と
っ
て
も
大
き
な
功
績
で
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
は
こ
こ
に
憧
れ
の
先
輩
が
い
る
の
で
、
１
年
間
研
鑽
に
励

み
、
先
輩
の
よ
う
に
表
彰
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
学
友
会
の
大
西
優
矢
会
長
（
体
育
学
部
３
年
、
貝
塚
南
）
が
「
選

手
の
皆
様
は
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
こ
の
賞
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
躍
進
と
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
宇
津
木
美
都
選
手
が
「
大
学
の
４
年
間

で
二
つ
の
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
１
つ
目
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
は
、

こ
の
大
学
に
進
学
し
て
し
っ
か
り
練
習
に
励
め
た
か
ら
果
た
せ
た
と
思
い

ま
す
。
二
つ
目
の
目
標
の
自
己
ベ
ス
ト
は
７
年
間
更
新
で
き
ず
苦
し
み
ま

し
た
が
、
こ
の
大
学
で
い
ろ
ん
な
人
の
支
え
の
も
と
で
更
新
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
練
習
に
励
み
、
も
う
一
歩
レ
ベ
ル
の
高
い
結
果
を
残
し
た
い
」

と
さ
ら
な
る
精
進
を
誓
っ
た
。

【団体】
ハンドボール部女子　全日本学生選手権大会優勝（11連覇）　　アダプテッド・スポーツ部　日本車椅子ハンドボール競技大会準優勝
【個人】
白石　美優 （体育学部４年、福知山成美）　　　　WBSC女子野球ワールドカップファイナルステージMVP・首位打者・ベストナイン
内田　峻介 （教育学部４年、山口南総合支援）　　パリパラリンピック・ボッチャ男子個人BC４出場
宇津木美都 （教育学部４年、京都文教）　　　　　パリパラリンピック・水泳女子100㍍平泳ぎ（SB８）５位
北谷　宏人 （教育学部４年、大塚）　　　　　　　世界デフ陸上競技選手権大会陸上男子棒高跳び銀メダル
荒瀬　　廉 （体育学部４年、神戸国際大学附属）　男子ハンドボール世界選手権出場
冨部柚三子 （大学院博士前期課程２年）　　　　　セーリング・ILCA級全日本選手権大会優勝（３連覇）
増田　優一 （大学院博士前期課程１年）　　　　　全日本自転車競技選手権BMX レーシング男子エリート３位
田部壮一郎 （体育学部４年、清風）　　　　　　　全日本学生体操競技選手権大会男子種目別つり輪優勝
石本　隼都 （体育学部４年、日本航空石川）　　　全日本学生ボディビル選手権大会男子フィジーク176㌢超級優勝
唐門　　紘 （教育学部３年、大阪体育大学浪商）　フォーミュラカイト全日本選手権男子優勝

学長特別表彰
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昨
年
の
パ
リ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
が
注
目
を
集
め
る
中
で
、 

障
害
者
の
体

育
や
ス
ポ
ー
ツ
が
学
校
体
育
や
地
域
で
ど
う
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー

ツ
の
視
点
か
ら
ど
う
工
夫
し
て
い
け
る
の
か
を

考
え
る
講
演
会
が
２
月
23
日
、
開
か
れ
た
。
教

育
学
部
が
地
域
公
開
講
座
「
特
別
支
援
教
育
・

教
育
講
演
会
～
障
害
児
・
者
の
正
し
い
理
解
と

適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
に
～
」
と
し
て
、
大

阪
府
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
開
催
し
、
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の

教
員
ら
教
育
関
係
者
が
参
加
し
た
。

司
会
は
、日
本
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
学
会
理
事
で
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ッ

チ
ャ
日
本
代
表
コ
ー
チ
の
曽
根
裕
二
准
教
授

（
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
）
が
務
め
、 

同
学

会
理
事
の
村
上
祐
介
・
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部
准
教
授
が
「
と
も
に
学
ぶ
体
育
授

業
の
充
実
を
目
指
し
て
～
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス

ポ
ー
ツ
の
視
点
か
ら
考
え
る
～
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
し
た
。

そ
の
後
、
第
６
体
育
館
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
で
、

本
学
卒
業
生
の
安
田
友
紀
・
神
戸
女
学
院
大
学

准
教
授
が
指
導
す
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
ダ
ン

ス
グ
ル
ー
プ「
D
ance 

A
ssem
ble 

ア
マ
カ
マ
・

ド
ゥ
」
が
創
作
ダ
ン
ス
を
披
露
。
実
技
実
習
で

は
、
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
人
間
健
康
福
祉
学
部
健

康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
の
今
城
遥
助
教
が
「
ア
ダ
プ

テ
ッ
ド
の
工
夫
に
つ
い
て
学
ぶ
」
の
テ
ー
マ
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
授
業
に
つ
い
て
実
践
。
兵
庫

県
姫
路
市
立
水
上
小
学
校
の
萩
原
大
河
教
諭
が

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
体
育
授
業
を
創
る
ヒ
ン

ト
」
と
し
て
実
践
例
を
交
え
て
説
明
し
た
。

I
C
T
を
活
用
し
た
運
動
部
活

動
指
導
の
成
果
を
発
表
す
る
報
告

会
が
2
月
15
日
開
か
れ
、
自
治
体

関
係
者
や
学
校
教
員
、
学
生
ら
約

30
人
が
参
加
し
た
。

本
学
で
は
、「
グ
ッ
ド
コ
ー
チ
養

成
セ
ミ
ナ
ー
」
で
中
学
校
な
ど
で

の
運
動
部
活
動
指
導
に
あ
た
る
学

生
を
育
成
し
て
い
て
、
自
治
体
か

ら
の
依
頼
を
受
け
、
本
学
の
学
生

が
部
活
動
指
導
員
な
ど
の
立
場
で

学
校
で
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
。
2
0
2
3
年
6
月
に
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
株
式
会
社
と
I
C
T
活

用
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

し
、
同
社
が
開
発
し
た
練
習
サ

ポ
ー
ト
ア
プ
リ
「
ス
マ
ー
ト
コ
ー

チ
」
や
「
A
I
ス
マ
ー
ト
コ
ー
チ
」

を
活
用
し
た
運
動
部
活
動
指
導
の

実
証
実
験
や
実
践
モ
デ
ル
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

報
告
会
で
は
、
大
阪
府
教
育
庁

教
育
振
興
室
保
健
体
育
課
の
中
田

将
人
首
席
指
導
主
事
が
基
調
講

話
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
次
世
代
育
成

推
進
課
の
佐
藤
誠
さ
ん
が
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
の
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
に
つ
い
て
、
全
国
で
50

団
体
以
上
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
、
体
育
学
部
の

折
野
歩
菜
さ
ん（
体
育
学
部
3
年
、

神
戸
龍
谷
）
が
グ
ッ
ド
コ
ー
チ
養

成
セ
ミ
ナ
ー
の
学
校
・
地
域
へ
の

学
生
紹
介
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
、

今
年
度
57
人
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た

こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。
続
い
て
、

学
校
で
の
運
動
部
活
動
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
本
学
の
学
生
が
、

I
C
T
を
活
用
し
た
指
導
の
成
果

や
課
題
な
ど
を
発
表
し
、
学
生
ら

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ

た
。

本
学
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
顕

著
な
業
績
を
残
し
た
指
導
者
に
贈
ら

れ
る
大
島
鎌
吉
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
授
与

式
が
１
月
7
日
に
行
わ
れ
た
。
功
労

賞
を
楠
本
繁
生
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

教
授
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
監

督
）、
浜
上
洋
平
・
教
育
学
部
准
教
授

（
水
上
競
技
部
女
子
監
督
）、
横
井
光

治
・
教
育
学
部
講
師
（
硬
式
野
球
部

女
子
監
督
）、奨
励
賞
を
藤
原
敏
行
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授
（
体
操
競
技

部
男
子
監
督
）
が
受
け
た
。

こ
の
賞
は
本
学
の
初
代
副
学
長
で

１
９
６
４
年
東
京
五
輪
強
化
対
策
本

部
長
・
選
手
団
長
を
務
め
た
大
島
鎌

吉
氏
の
功
績
を
た
た
え
て
本
学
が
創

立
50
周
年
を
迎
え
た
2
0
1
5
年
に

創
設
さ
れ
た
。

昨
年
、
楠
本
監
督
は
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
女
子
が
全
日
本
学
生
選
手
権
で

11
連
覇
。
浜
上
監
督
は
パ
リ
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
宇
津
木
美
都
選
手
（
教

育
4
年
）
が
1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ

（
S
B
8
）で
5
位
入
賞
。
横
井
監
督

は
第
9
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
野
球
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ

で
白
石
美
優
選
手
（
体
育
4
年
）
が

M
V
P
・
首
位
打
者
・
ベ
ス
ト
ナ
イ

ン
を
受
賞
。
藤
原
監
督
は
第
78
回
全

日
本
学
生
選
手
権
で
田
部
壮
一
郎
選

手
（
体
育
4
年
）
が
種
目
別
つ
り
輪

で
優
勝
し
た
。

学
長
特
別
表
彰
式
が
１
月
23
日
に
行
わ
れ
、
2
0
2
4
年
度
に
国
内

外
の
競
技
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
２
ク
ラ
ブ
と
10
選
手
が
表
彰

さ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
各
団
体
と
選
手
に
表
彰
状
な
ど
が
手
渡
さ
れ
た
。

続
い
て
、
原
田
宗
彦
学
長
が
「
皆
さ
ん
の
活
躍
は
人
生
に
と
っ
て
と
て

も
い
い
節
目
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
大
学
に
と
っ
て
も
大
き
な
功
績
で
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
は
こ
こ
に
憧
れ
の
先
輩
が
い
る
の
で
、
１
年
間
研
鑽
に
励

み
、
先
輩
の
よ
う
に
表
彰
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
学
友
会
の
大
西
優
矢
会
長
（
体
育
学
部
３
年
、
貝
塚
南
）
が
「
選

手
の
皆
様
は
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
こ
の
賞
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
躍
進
と
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
宇
津
木
美
都
選
手
が
「
大
学
の
４
年
間

で
二
つ
の
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
１
つ
目
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
は
、

こ
の
大
学
に
進
学
し
て
し
っ
か
り
練
習
に
励
め
た
か
ら
果
た
せ
た
と
思
い

ま
す
。
二
つ
目
の
目
標
の
自
己
ベ
ス
ト
は
７
年
間
更
新
で
き
ず
苦
し
み
ま

し
た
が
、
こ
の
大
学
で
い
ろ
ん
な
人
の
支
え
の
も
と
で
更
新
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
練
習
に
励
み
、
も
う
一
歩
レ
ベ
ル
の
高
い
結
果
を
残
し
た
い
」

と
さ
ら
な
る
精
進
を
誓
っ
た
。

【団体】
ハンドボール部女子　全日本学生選手権大会優勝（11連覇）　　アダプテッド・スポーツ部　日本車椅子ハンドボール競技大会準優勝
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石本　隼都 （体育学部４年、日本航空石川）　　　全日本学生ボディビル選手権大会男子フィジーク176㌢超級優勝
唐門　　紘 （教育学部３年、大阪体育大学浪商）　フォーミュラカイト全日本選手権男子優勝

学長特別表彰
世界と日本で活躍の２クラブ10選手

ICT活用し部活動指導
本学学生ソフトバンク社が報告会

大
島
鎌
吉
ス
ポ
ー
ツ
賞

指
導
者
４
人
に
授
与

特
別
支
援
教
育
「
教
育
講
演
会
」

「
多
様
な
子
が
と
も
に
学
べ
る
体
育
授
業
と
は
」

News

OUHSジャーナル vol.235（2025.4）OUHSジャーナル vol.235（2025.4） 1112



先日、妻が花を買った。持ち帰り用のビニール袋は５円
だった。
しばらくして実家を訪れた際、庭の花を摘んできた。そ
のとき、先のビニール袋を再利用していた。
妻は楽しそうに言った。
「あと３回使えば20円得よ」
妻の頭の中は、５円の袋を５回使うので25円分の価値
がある。それが５円で済むから20円得になる、という計
算だ。
そんな妻に、つい言ってしまった。
「５回使うんだったら、１回あたり１円だな」
私の頭の中で、５円の袋を５回使うことで、１回あたり
のコストが１円に抑えられる、という計算だった。
このとき、私たちの間に「思考の溝」があると感じた。
しかし、その溝の正体ははっきりせず、モヤモヤしていた。
そうだ。こんなときこそChatGPTに尋ねてみよう。
ChatGPTに尋ねてみたところ、妻は「あと何回使えばお
得になるかを考え、行動の動機づけにつなげる」タイプ
で、実用・現実的な思考をするらしい。
一方、私は「全体のコスト感や１回ごとの価値に着目し
て、長期的な平均値を考える」タイプで、トータルコスト
思考らしい。
この分析で、これは「思考の溝」ではなく、二人の視線
が180度違うとわかった。つまり背中合わせの夫婦という
ことになる。
そんなことを考えていると、昨年読了した、今井むつみ

『学力喪失』（岩波新書）を思い出した。同書は認知科学を
基礎にして「生きた知識」について論じている。
認知科学には「スキーマ」という概念がある。簡単に言
えば、経験を通じて無意識に形成される思考の枠組みのこ
とである。
例えば「Aは化粧品を買った」と聞けば、多くの人は「A
は化粧品の所有者になった」「Aは代金を支払った」「Aの
お金が減った」などを推測する。他人が同じ推測をするの
は、その時、同じスキーマを持っているからである。これ
からわかるように、会話が噛み合って、お互いに理解でき
るためにはスキーマがどこまで会話の相手と同調できてい
るのかがポイントになる。
スキーマがずれると、会話の前提が噛み合わなくなる。
いい例が、エスノメソドロジーの論文で紹介されている。
エスノメソドロジーは、H・ガーフィンケルが創始した
学問領域である。この研究は、日常生活の秩序が混乱する
原因の一つが、会話の前提の違いにあることを明らかにし
ている。ある夫婦の会話を紹介する（H・ガーフィンケル
他『日常性の解剖学』（ちくま学芸文庫)会話は筆者が短く
改変）。
夫「�今日、ダナは自分でパーキング・メーターにコイン

を入れたよ」
（夫は息子が成長したことを喜んで言った）
妻「レコード店に寄ったの？」
（�妻は、夫の喜びに気づかず、駐車したことから、寄
り道を推測した）

夫「いや、靴屋に行ったんだ」
（実はレコード店にも寄っている）
妻「どうして？」
（�妻は、靴屋に寄ったなら運動靴のかかとを直したの
かと推測する）

夫「新しい靴ひもを買ったんだ」
（�夫は、妻が靴ひもの切れていたことを知っていると
思っている）

妻「あなたのローファーのかかと、新しくしないと」
（妻は、かかとを直すべきと考えている）
会話はまったく噛み合っていない。理由は、発語の前提
がずれているからである。スキーマの異なることがわかる。
「表現とは、他者を必要とする」（平田オリザ『わかりあ

えないことからコミュニケーション能力とは何か』（講談
社現代新書））というフレーズがある。
この言葉の「他者」には、スキーマが同じ人と異なる人
がいる。スキーマの同じ他者は「仲間」や「気の合う人」
だ。初めて会った人でも仲良く時間を共有できるだろう。
しかし、スキーマが違うとどうなるか？
ここでエスノメソドロジーの実験を紹介する。Aは被験
者、Bは実験者である。ドッキリカメラ的要素が強い実験
で、Bがいわゆる仕掛け人である。
AとBが友人Cの横柄な態度に悩んでいることを話題に
した会話の一部である。
A「（Cには）むかむかするぜ」
B「どこか悪くてむかつくのか、説明してくれよ？」
A「�冗談だろう？おれの言いたいことはわかっているく
せに」

B「だから、お前の病気を説明してくれ」
A「�どうしたんだい？こんなふうに話をしたことはなかっ
たぜ。そうだろう？」

Aの「むかむかする」は比喩なのに、Bは、Aの言葉を比
喩ではなく、額面通りに受け取ることで、通常の会話の暗
黙の前提（スキーマ）を崩し、そのため二人の会話は進ま
なくなっている。
こんなことを同僚と酒を飲みながら上司の悪口を言って
いる場面でやれば、次から飲みに誘ってもらえない。この
ようにスキーマがずれると、会話は続かない。
「空気を読め」という言葉がある。この言葉は、そうす
ると「スキーマを共有する」に近い表現に思える。昔から
日本人はこのことを理解している民族なのかもしれない。
ただしこれが同調圧力となると事情が変わってくる。この
点が私たちの問題である。
日本では、暗黙の了解や察し合いが重視されてきたた
め、スキーマの共有が円滑なコミュニケーションの要と
なっている。しかし、経験で言えば、いくら会話をして
も、「伝わらない」ことがある。このとき相手のスキーマ
との違いに素早く気づき、対応できる術を持つべきだと思
う。これを「表と裏を使い分けている」と批判するのは間
違っている。とりわけ現代のようにグローバル化が進み、
多様なスキーマの存在が前提とされる時代は、こうした相
互理解を深める力が求められているのである。
そこでスキーマの違いを知り対応できるようになるため
にはどうすればいいのか。「自分と価値観やライフスタイ
ルの違う「他者」と接触する機会を、シャワーを浴びるよ
うに増やしていかなければならない。」（平田オリザ、同書）
という指摘がある。
「わかりあえない」ことは悪いだけではない。「わかりあ
えない」ことを互いに理解すれば、むしろ新しい視点やア
イデアが生まれる可能性がある。夫婦や家族に限らず、異
なるバックグラウンドを持つ人々が共存する社会では、「わ
かりあえない」ことを乗り越える努力だけではなく、「わ
かりあえないこと」を活用する視点が求められている。
繰り返しになるが、私たちは、「伝わらない」ことに苛
立ったり、あるいはスキーマの違いに困惑したりして、二
者択一で正誤を判断することはやめた方がいい。そうでな
いと、混乱はいつまでも絶えないだろう。
異なるスキーマを持つ人間が、同じ空間で生活するとい
う事実こそ、これからの家族や社会のあり方の問題解決に
連なっていく。
ところで件のビニール袋は今もわが家にあり、妻に確認
したところ７回利用したそうだ。相変わらず私は、１回あ
たり１円を切ったと計算するし、妻は30円得をしたと嬉
しそうにしている。ただ私も、この頃、30円得するのも悪
くないと思うようになった。

わかりあえないことが当たり前

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ジ
ャ
ー
設

備
・
サ
ー
ビ
ス

の
総
合
展
示
会

「
レ
ジ
ャ
ー
＆
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ャ
パ

ン
2
0
2
5  

in 

O
kinaw
a」

が
２
月
20
、
21

日
、
沖
縄
県
宜

野
湾
市
の
沖
縄

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
本
学
は
大
学
と
し
て
唯
一
、
ブ
ー
ス
を

出
展
し
た
。

原
田
宗
彦
学
長
は
、
同
時
開
催
の
第
13
回
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン 
in 

沖

縄
を
主
催
す
る
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

機
構
（
J
S
T
A
）
代
表
理
事
を
務
め
る
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
原
田
学
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
。

大
体
大
の
ブ
ー
ス
で
は
、「
大
体
大　

連
携
力

　

エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
力
」
を
壁
面
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
打
ち
出
し
、
大
体
大
が
全
国
に
先
駆
け

て
進
め
る
運
動
部
活
動
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
オ

ン
ラ
イ
ン
と
長
期
履
修
制
度
を
組
み
合
わ
せ
て
遠

隔
地
の
社
会
人
が
多
数
学
ぶ
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ

科
学
研
究
科
な
ど
を
説
明
。
ブ
ー
ス
に
は
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
ら
約
１
０
０
人
が
訪
れ
、
教
職
員

ら
が
説
明
し
て
い
た
。

21
日
に
は
、
本
学
主
催
セ
ミ
ナ
ー
「
産
学
連

携
に
よ
る
運
動
部
活
動
改
革
の
挑
戦
：
大
学
が

描
く
未
来
の
ス
ポ
ー
ツ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
が
開
催

さ
れ
、
藤
本
淳
也
教
授
、
土
屋
裕
睦
教
授
、
ス

ポ
ー
ツ
局
の
河
島
晋
太
郎
統
括
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が

講
演
し
た
。

「
学
生 

〟 

夢 

〝プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
報
告
会
が
２
月
27
日
に
行
わ
れ
た
。

「
学
生 

〟 

夢 

〝プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・
実
行
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
大
学
が
助
成
金
を
支
出
し
て
支
援
す
る
取
り
組
み
。
申
請
が

あ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
学
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
を
経
て
３
件
が
採
択
さ
れ
た
。

学
生
の
積
極
的
な
社
会
参
画
を
図
り
、
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
性
、
高
い
実
行
力
、
協

調
性
を
培
う
こ
と
が
狙
い
だ
。

最
初
に
体
育
学
部
３
年
の
田
中
良
ゼ
ミ
の
学
生
３
人
が
「
子
供
た
ち
に
健
康

届
け
た
い
！
」
と
題
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
報
告
し
た
。
発
表
者
は
出
葉
丈
樹

（
体
育
学
部
４
年
、
脇
町
）、
田
中
結
芽
（
同
、
比
叡
山
）、
松
岡
哲
平
（
体
育

学
部
３
年
、
桜
宮
）
さ
ん
。
徳
島
県
美
馬
市
の
小
学
校
で
実
施
し
た
講
演
や

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

池
島
明
子
ゼ
ミ
の
高
橋
直

樹
さ
ん
（
体
育
学
部
３
年
、
履

正
社
）
は
「
フ
ー
ド
ロ
ス
を
無

く
そ
う
！
も
っ
と
身
近
に
」
を

報
告
し
ま
し
た
。
地
元
の
熊
取

町
の
農
家
グ
ル
ー
プ
か
ら
不
ぞ

ろ
い
で
売
れ
な
い
野
菜
を
格
安

で
購
入
し
、
カ
レ
ー
を
作
っ
て

大
学
祭
「
雨
山
祭
」
で
販
売
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
や
フ
ー
ド
ロ

ス
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た

内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

藤
本
ゼ
ミ
の
福
永
晴
翔
さ
ん

（
体
育
学
部
３
年
、
市
立
函
館
）

は
「
硬
式
野
球
部
廃
棄
バ
ッ
ト

再
利
用
」
と
し
て
、
折
れ
た
バ

ッ
ト
を
箸
と
し
て
再
生
す
る
活

動
を
報
告
し
た
。

沖縄スポーツ展示会に出展
大学で唯一ブース、講演会も

学
生
＂夢
＂プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

採
択
３
チ
ー
ム
が
活
動
報
告

コラム

名 誉 教 授 �　 和 田 隆 夫

◆
◇
「
学
歌
斉
唱
」。
修

了
式
・
卒
業
式
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
で
、
司
会
者
が
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
ま
し
た
。「
こ

の
６
年
間
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
学
歌
は
清
聴

に
と
ど
め
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
で
は
初
、

６
年
ぶ
り
の
学
歌
斉
唱
で
す
。
思
い
を
込

め
て
斉
唱
し
て
く
だ
さ
い
」。
卒
業
生
、
教

職
員
が
起
立
し
、
大
き
な
声
で
学
歌
を
歌

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
全
面
中
止
な
ど

様
々
な
制
限
を
受
け
て
き
た
卒
業
式
が
、

よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
前
の
本
来
の
姿
に
戻
っ

た
瞬
間
で
す
。

◆
◇
「
金
色
（
こ
ん
じ
き
）
の
波
頭
き
ら

め
く　

難
波
の
海
に　

若
人
の
理
想　

い

ま
溢
（
あ
ふ
）
る　

学
び
し
窓
に
谺
（
こ

だ
ま
）
し
た　

輝
く
日
々
よ　

我
ら
に
宿

る　

大
阪
体
育
大
学　

栄
え
あ
れ
」。
学
歌

は
１
９
８
９
年
の
熊
取
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転

に
伴
い
、
新
し
く
作
ら
れ
ま
し
た
。
作
詞

は
後
藤
正
治
さ
ん
。『
牙
―
江
夏
豊
と
そ
の

時
代
』
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
著
書
も
多

い
日
本
を
代
表
す
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
で
す
。
野
田
賢
治
理
事
長
に
よ
る
と
、

新
聞
社
出
身
の
教
員
の
紹
介
が
縁
で
引
き

受
け
て
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
学
歌
に

な
り
ま
し
た
。

◆
◇
友
人
と
と
も
に
歌
う
当
た
り
前
の
こ

と
が
元
に
戻
る
ま
で
、
５
年
か
か
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
は
多
く
の
苦
し

み
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
一
方
で
当
た
り

前
の
日
常
の
あ
り
が
た
さ
、
尊
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
新
年
度
も
大
い
に
友
と
接

し
、
歌
い
、
語
ら
っ
て
、
学
生
生
活
を
充

実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

【
大
坪
康
巳
】
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先日、妻が花を買った。持ち帰り用のビニール袋は５円
だった。
しばらくして実家を訪れた際、庭の花を摘んできた。そ
のとき、先のビニール袋を再利用していた。
妻は楽しそうに言った。
「あと３回使えば20円得よ」
妻の頭の中は、５円の袋を５回使うので25円分の価値
がある。それが５円で済むから20円得になる、という計
算だ。
そんな妻に、つい言ってしまった。
「５回使うんだったら、１回あたり１円だな」
私の頭の中で、５円の袋を５回使うことで、１回あたり
のコストが１円に抑えられる、という計算だった。
このとき、私たちの間に「思考の溝」があると感じた。
しかし、その溝の正体ははっきりせず、モヤモヤしていた。
そうだ。こんなときこそChatGPTに尋ねてみよう。
ChatGPTに尋ねてみたところ、妻は「あと何回使えばお
得になるかを考え、行動の動機づけにつなげる」タイプ
で、実用・現実的な思考をするらしい。
一方、私は「全体のコスト感や１回ごとの価値に着目し
て、長期的な平均値を考える」タイプで、トータルコスト
思考らしい。
この分析で、これは「思考の溝」ではなく、二人の視線
が180度違うとわかった。つまり背中合わせの夫婦という
ことになる。
そんなことを考えていると、昨年読了した、今井むつみ

『学力喪失』（岩波新書）を思い出した。同書は認知科学を
基礎にして「生きた知識」について論じている。
認知科学には「スキーマ」という概念がある。簡単に言
えば、経験を通じて無意識に形成される思考の枠組みのこ
とである。
例えば「Aは化粧品を買った」と聞けば、多くの人は「A
は化粧品の所有者になった」「Aは代金を支払った」「Aの
お金が減った」などを推測する。他人が同じ推測をするの
は、その時、同じスキーマを持っているからである。これ
からわかるように、会話が噛み合って、お互いに理解でき
るためにはスキーマがどこまで会話の相手と同調できてい
るのかがポイントになる。
スキーマがずれると、会話の前提が噛み合わなくなる。
いい例が、エスノメソドロジーの論文で紹介されている。
エスノメソドロジーは、H・ガーフィンケルが創始した
学問領域である。この研究は、日常生活の秩序が混乱する
原因の一つが、会話の前提の違いにあることを明らかにし
ている。ある夫婦の会話を紹介する（H・ガーフィンケル
他『日常性の解剖学』（ちくま学芸文庫)会話は筆者が短く
改変）。
夫「�今日、ダナは自分でパーキング・メーターにコイン

を入れたよ」
（夫は息子が成長したことを喜んで言った）
妻「レコード店に寄ったの？」
（�妻は、夫の喜びに気づかず、駐車したことから、寄
り道を推測した）

夫「いや、靴屋に行ったんだ」
（実はレコード店にも寄っている）
妻「どうして？」
（�妻は、靴屋に寄ったなら運動靴のかかとを直したの
かと推測する）

夫「新しい靴ひもを買ったんだ」
（�夫は、妻が靴ひもの切れていたことを知っていると
思っている）

妻「あなたのローファーのかかと、新しくしないと」
（妻は、かかとを直すべきと考えている）
会話はまったく噛み合っていない。理由は、発語の前提
がずれているからである。スキーマの異なることがわかる。
「表現とは、他者を必要とする」（平田オリザ『わかりあ

えないことからコミュニケーション能力とは何か』（講談
社現代新書））というフレーズがある。
この言葉の「他者」には、スキーマが同じ人と異なる人
がいる。スキーマの同じ他者は「仲間」や「気の合う人」
だ。初めて会った人でも仲良く時間を共有できるだろう。
しかし、スキーマが違うとどうなるか？
ここでエスノメソドロジーの実験を紹介する。Aは被験
者、Bは実験者である。ドッキリカメラ的要素が強い実験
で、Bがいわゆる仕掛け人である。
AとBが友人Cの横柄な態度に悩んでいることを話題に
した会話の一部である。
A「（Cには）むかむかするぜ」
B「どこか悪くてむかつくのか、説明してくれよ？」
A「�冗談だろう？おれの言いたいことはわかっているく
せに」

B「だから、お前の病気を説明してくれ」
A「�どうしたんだい？こんなふうに話をしたことはなかっ
たぜ。そうだろう？」

Aの「むかむかする」は比喩なのに、Bは、Aの言葉を比
喩ではなく、額面通りに受け取ることで、通常の会話の暗
黙の前提（スキーマ）を崩し、そのため二人の会話は進ま
なくなっている。
こんなことを同僚と酒を飲みながら上司の悪口を言って
いる場面でやれば、次から飲みに誘ってもらえない。この
ようにスキーマがずれると、会話は続かない。
「空気を読め」という言葉がある。この言葉は、そうす
ると「スキーマを共有する」に近い表現に思える。昔から
日本人はこのことを理解している民族なのかもしれない。
ただしこれが同調圧力となると事情が変わってくる。この
点が私たちの問題である。
日本では、暗黙の了解や察し合いが重視されてきたた
め、スキーマの共有が円滑なコミュニケーションの要と
なっている。しかし、経験で言えば、いくら会話をして
も、「伝わらない」ことがある。このとき相手のスキーマ
との違いに素早く気づき、対応できる術を持つべきだと思
う。これを「表と裏を使い分けている」と批判するのは間
違っている。とりわけ現代のようにグローバル化が進み、
多様なスキーマの存在が前提とされる時代は、こうした相
互理解を深める力が求められているのである。
そこでスキーマの違いを知り対応できるようになるため
にはどうすればいいのか。「自分と価値観やライフスタイ
ルの違う「他者」と接触する機会を、シャワーを浴びるよ
うに増やしていかなければならない。」（平田オリザ、同書）
という指摘がある。
「わかりあえない」ことは悪いだけではない。「わかりあ
えない」ことを互いに理解すれば、むしろ新しい視点やア
イデアが生まれる可能性がある。夫婦や家族に限らず、異
なるバックグラウンドを持つ人々が共存する社会では、「わ
かりあえない」ことを乗り越える努力だけではなく、「わ
かりあえないこと」を活用する視点が求められている。
繰り返しになるが、私たちは、「伝わらない」ことに苛
立ったり、あるいはスキーマの違いに困惑したりして、二
者択一で正誤を判断することはやめた方がいい。そうでな
いと、混乱はいつまでも絶えないだろう。
異なるスキーマを持つ人間が、同じ空間で生活するとい
う事実こそ、これからの家族や社会のあり方の問題解決に
連なっていく。
ところで件のビニール袋は今もわが家にあり、妻に確認
したところ７回利用したそうだ。相変わらず私は、１回あ
たり１円を切ったと計算するし、妻は30円得をしたと嬉
しそうにしている。ただ私も、この頃、30円得するのも悪
くないと思うようになった。

わかりあえないことが当たり前

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ジ
ャ
ー
設

備
・
サ
ー
ビ
ス

の
総
合
展
示
会

「
レ
ジ
ャ
ー
＆
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ャ
パ

ン
2
0
2
5  

in 

O
kinaw
a」

が
２
月
20
、
21

日
、
沖
縄
県
宜

野
湾
市
の
沖
縄

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
本
学
は
大
学
と
し
て
唯
一
、
ブ
ー
ス
を

出
展
し
た
。

原
田
宗
彦
学
長
は
、
同
時
開
催
の
第
13
回
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン 

in 

沖

縄
を
主
催
す
る
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

機
構
（
J
S
T
A
）
代
表
理
事
を
務
め
る
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
原
田
学
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
。

大
体
大
の
ブ
ー
ス
で
は
、「
大
体
大　

連
携
力

　

エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
力
」
を
壁
面
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
打
ち
出
し
、
大
体
大
が
全
国
に
先
駆
け

て
進
め
る
運
動
部
活
動
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
オ

ン
ラ
イ
ン
と
長
期
履
修
制
度
を
組
み
合
わ
せ
て
遠

隔
地
の
社
会
人
が
多
数
学
ぶ
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ

科
学
研
究
科
な
ど
を
説
明
。
ブ
ー
ス
に
は
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
ら
約
１
０
０
人
が
訪
れ
、
教
職
員

ら
が
説
明
し
て
い
た
。

21
日
に
は
、
本
学
主
催
セ
ミ
ナ
ー
「
産
学
連

携
に
よ
る
運
動
部
活
動
改
革
の
挑
戦
：
大
学
が

描
く
未
来
の
ス
ポ
ー
ツ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
が
開
催

さ
れ
、
藤
本
淳
也
教
授
、
土
屋
裕
睦
教
授
、
ス

ポ
ー
ツ
局
の
河
島
晋
太
郎
統
括
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が

講
演
し
た
。

「
学
生 

〟 

夢 

〝プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
報
告
会
が
２
月
27
日
に
行
わ
れ
た
。

「
学
生 

〟 

夢 

〝プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・
実
行
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
大
学
が
助
成
金
を
支
出
し
て
支
援
す
る
取
り
組
み
。
申
請
が

あ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
学
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
を
経
て
３
件
が
採
択
さ
れ
た
。

学
生
の
積
極
的
な
社
会
参
画
を
図
り
、
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
性
、
高
い
実
行
力
、
協

調
性
を
培
う
こ
と
が
狙
い
だ
。

最
初
に
体
育
学
部
３
年
の
田
中
良
ゼ
ミ
の
学
生
３
人
が
「
子
供
た
ち
に
健
康

届
け
た
い
！
」
と
題
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
報
告
し
た
。
発
表
者
は
出
葉
丈
樹

（
体
育
学
部
４
年
、
脇
町
）、
田
中
結
芽
（
同
、
比
叡
山
）、
松
岡
哲
平
（
体
育

学
部
３
年
、
桜
宮
）
さ
ん
。
徳
島
県
美
馬
市
の
小
学
校
で
実
施
し
た
講
演
や

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

池
島
明
子
ゼ
ミ
の
高
橋
直

樹
さ
ん
（
体
育
学
部
３
年
、
履

正
社
）
は
「
フ
ー
ド
ロ
ス
を
無

く
そ
う
！
も
っ
と
身
近
に
」
を

報
告
し
ま
し
た
。
地
元
の
熊
取

町
の
農
家
グ
ル
ー
プ
か
ら
不
ぞ

ろ
い
で
売
れ
な
い
野
菜
を
格
安

で
購
入
し
、
カ
レ
ー
を
作
っ
て

大
学
祭
「
雨
山
祭
」
で
販
売
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
や
フ
ー
ド
ロ

ス
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た

内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

藤
本
ゼ
ミ
の
福
永
晴
翔
さ
ん

（
体
育
学
部
３
年
、
市
立
函
館
）

は
「
硬
式
野
球
部
廃
棄
バ
ッ
ト

再
利
用
」
と
し
て
、
折
れ
た
バ

ッ
ト
を
箸
と
し
て
再
生
す
る
活

動
を
報
告
し
た
。

沖縄スポーツ展示会に出展
大学で唯一ブース、講演会も

学
生
＂夢
＂プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

採
択
３
チ
ー
ム
が
活
動
報
告

コラム

名 誉 教 授 �　 和 田 隆 夫

◆
◇
「
学
歌
斉
唱
」。
修

了
式
・
卒
業
式
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
で
、
司
会
者
が
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
ま
し
た
。「
こ

の
６
年
間
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
学
歌
は
清
聴

に
と
ど
め
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
で
は
初
、

６
年
ぶ
り
の
学
歌
斉
唱
で
す
。
思
い
を
込

め
て
斉
唱
し
て
く
だ
さ
い
」。
卒
業
生
、
教

職
員
が
起
立
し
、
大
き
な
声
で
学
歌
を
歌

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
全
面
中
止
な
ど

様
々
な
制
限
を
受
け
て
き
た
卒
業
式
が
、

よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
前
の
本
来
の
姿
に
戻
っ

た
瞬
間
で
す
。

◆
◇
「
金
色
（
こ
ん
じ
き
）
の
波
頭
き
ら

め
く　

難
波
の
海
に　

若
人
の
理
想　

い

ま
溢
（
あ
ふ
）
る　

学
び
し
窓
に
谺
（
こ

だ
ま
）
し
た　

輝
く
日
々
よ　

我
ら
に
宿

る　

大
阪
体
育
大
学　

栄
え
あ
れ
」。
学
歌

は
１
９
８
９
年
の
熊
取
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転

に
伴
い
、
新
し
く
作
ら
れ
ま
し
た
。
作
詞

は
後
藤
正
治
さ
ん
。『
牙
―
江
夏
豊
と
そ
の

時
代
』
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
著
書
も
多

い
日
本
を
代
表
す
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
で
す
。
野
田
賢
治
理
事
長
に
よ
る
と
、

新
聞
社
出
身
の
教
員
の
紹
介
が
縁
で
引
き

受
け
て
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
学
歌
に

な
り
ま
し
た
。

◆
◇
友
人
と
と
も
に
歌
う
当
た
り
前
の
こ

と
が
元
に
戻
る
ま
で
、
５
年
か
か
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
は
多
く
の
苦
し

み
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
一
方
で
当
た
り

前
の
日
常
の
あ
り
が
た
さ
、
尊
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
新
年
度
も
大
い
に
友
と
接

し
、
歌
い
、
語
ら
っ
て
、
学
生
生
活
を
充

実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

【
大
坪
康
巳
】
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